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新年に向けて
公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

会長松本俊也

新年の幕開けに際してご挨拶申し上げます。

平成 27年 6月に会長に就任して早くも半年が過ぎよ うとしております。

その間、 リーダー研修会、 FRT（女性の集い）、九州地域研修会、市民健康

まつり、レン トゲン展、原子力防災訓練などのイベン トが次々に慌ただしく

通り過ぎた感じで何が何なのか分からない半年を過ごして新年になってしま

いました。すべてが順調に準備できたわけではありませんが、予想外によい結果で終了できてい

ることは幸運であると思っております。当然、理事の協力、会員の皆様の協力の結果であること

は言うまでもありません。

平成 26年に診療放射線技師法の一部改正および技師業務拡大が行われた結果、業務拡大に伴う

統一講習会が全国一斉に開始されております。鹿児島でも平成 28年 1月に 1回目を開催します。

今回は抜針講習会受講済み者が対象の講習会になりますが、このほかの講習会も開催する予定で

す。他県での開催にも参加可能です。このように日本診療放射線技師会が根気強く関係省庁と交

渉を続けてきた賜物であることは言うまでもありません。要望の実現へ向けてこれまでどおり進

む方法のほかに国会に診療放射線技師を送り込む方法も考えていかなければなりません。本年は

参議院選挙があると予定されております。前回の参講院選挙では国会に送り 出すことができなか

ったあぜもと彰吾氏をぜひ国会に送り込まなければなりません。これまでも診療放射線技師法の

改正を行う場合でも、多くの時間を掛けながら少しずつではあるが変わってきているがやはり直

接改正案を国会に届ける必要があります。

各地域研修会、研究会、部会、女性の会の活動についてもこれまで以上に力を入れていくつも

りでおります。鹿児島市地域以外での研究会開催への配慮を積極的に行いたいと思っております。

さらにやはり放射線に関することでは医療被ばくに関するイベン トの開催を考えております。

我々の仕事に直接の関わりがある事柄を中心に考えていきたいと思っております。

執行部も役員補充をおこないながら活気のある体制にしていきたいと思っております。会員の

皆様の力を是非執行部で発揮していただき、より良い鹿児島県診療放射線技師会を築いていける

ようにしたいと考えます。

多くの鹿児島県診療放射線技師のお力をお借りして技師会の運営を行っていきたいと思います

ので積極的に意見をお寄せください。
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連盟支部長各位

皆さまへのお願い

I内部連絡 I

平成 27年 12月23日

日本診療放射線技師連盟

理 事長 中澤靖夫

師走の候、皆さま方におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。また平素よ

り日本診療放射線技師連盟の活動に多大なるご尽力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、まもなく新しい時代が始まろうとしています。今はまさに夜明け前、新時代幕開け

の直前と言えましょう 。来年夏の決戦は、私たち診療放射線技師にとって非常に大事な戦い

となります。診療放射線技師法の見直し、あるいは法改正を現実味のあるものとするため、

また、法改正にかかるスピードを加速させるため、国会における発言力を獲得する絶好の

機会を賭した戦いであるということです。

夏の決戦において、他人任せでは何の実りも得ることができません。私たちひとりひとり

が行動を起こさなければ、 一歩踏み出さなければ、何事も夢のまた夢で終わってしまう可能

性が高いこと、今回を逃してしまうと 2度とチャ ンスがないことを自覚していただき、活動

の準備を開始していただ くことを切にお願い致します。

ひとりの診療放射線技師が4}、の賛同者を集める一これが私たちの来年のテーマです。
会員の皆さまにお伝えください。あなた様のご家族やご友人・ご親戚にお声をかけていただ

き『日本診療放射線技連盟の政策に賛同し協力する』という方を 4名集めてください。もち

ろん、 4人を超えても一向に構いません。この活動こそが私たち診療放射線技師の声を国政

に届ける第一歩なのです。そのためのリーフレットなどの資料は後日事務局からご連絡をさ

せていただいたうえでお送りさせていただきます。

年末年始のご多用中のところの配送で大変恐縮ではありますが、何卒ご理解とご協力を賜

りますよう宜しくお願い申し上げます。

【連絡先】日本診療放射線技師連盟事務局

TEL 070-3102-1127 

FAX 03-6740-1913 

三元
Iヽ切ョョ
寸＝

あせもと蒋害
ふrさ‘’,,sho炉

ヒトの心と休に

健康な光を射る政治！！

自由民主党参議院比例区
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案内

『平成28年度鹿児島さくら RT研修会』のご案内

まず、会名称の変更をお知らせいたします。

徳久整形外科放射線部

松野下直美

平成28年度より、 「鹿児島県診療放射線技師 女性の集い」は、 「鹿児島さくらRT」と名

称変更いた します。これまで、 「女性」 が男性参加への障壁になるとのご意見も幾度かいただ

いていたこともあり、多くの方に少 しでも抵抗なく参加いただけるよう 、その中でも女性ら

しい柔らかな印象になるようにと 、名称を世話人で募り、 協議の結果 「鹿児島さくらRT」

に決まりま した。周知のほど、宜しくお願いいたします。

次に、第5回となります研修会のお知らせです。下記の日程で開催いたします

今回は、 「放射線部門における聴覚障害者とのコミュニケーションについて」をメインのテ

ーマとして開催いたします。手話通訳士の先生、聴覚障害者の方のお話を聞いて、私たちの

コミュニケーションは独りよがりになっていないか、どのようなことができるか等を考え直

してみてはいかがでしょうか？また、手話の実践講座も予定しており、使える手話を楽しく

覚えてみま しょう。

参加対象は、女性はもちろん男性の方も、 性を問わず診療放射線技師 ・学生の皆さまとな

っております。多くの方の参加をお待ちしています。

開催日： 平成 28年 5月 28日 （士）

廿寺 間 ： 15:00"'--'18:00 

会場 ： 南風病院ANNEXl

鹿児島市下竜尾町5-17 

参加対象：診療放射線技師 ・養成機関学生

※男性女性の皆さま対象です。

参加費： 会員・学生：未定

（後 日ホームページにて案内）

内 容： ・講演：メ ーカー講演

記

・施設紹介 ：聴覚障害者の検査時の

・講演 ：

放射線部門における役立つ手話

聴覚障害者とのコミュニケーショ

※終了後、情報交換会を予定しております。
『/左か記が．古·5—ぷ～→ i' 、,., '

研修内容の詳細が決まりましたら、あらためて、お知らせいたします。

【問い合わせ】 松野下直美 徳久整形外科放射線部 0993-53-4311
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案内

『第 3回FRT九州研修会』のご案内

九州地域放射線技師会FRT九州大会松野下 直美

第 3回大会長前田めぐみ

謹啓、向春の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。

「第 3回 FRT九州研修会」を、下記日程にて開催いたします。

平成26年度より九州地域放射線技師会所属として活動を開始し、「第 1回研修会」を熊本

県にて、また、今年度の「第2回研修会」は、この鹿児島にて開催をいたしました。

第 3回の開催担当県は、長崎県です。そして、開催地は佐賀文化会館（佐賀県）です。（※

開催担当県は 8県の持ち回りですが、開催県は福岡・佐賀・熊本・鹿児島の4県ということ

になりました。）

「FRT九州」 の活動へは、女性はもとより男性の皆様にも、万障お繰り合わせのうえ、

ご参加いただきますようご案内申し上げます。

t ・~·

" n,  ＂ ｀ ＂'` " ＂ ｀ ＂'" `  ＂＇̀ " " `  ＂‘" ｀ ＂＇̀ " ＂ ｀ ＂＇ 

第3回FRT九州l研修会晨贔直
令日時： 平成28年7月30日（土） 13:00-17:00

令会場： 佐賀文化会館大会議室

佐賀市日の出1丁目21-10 TEL: 0952-32-3000 

令参加費：技師会会員・学生：無料、非会員：3,000円

令主な内容

► 女性技師が働きやすい環境作りを考える

・家庭（育児・介護など）と仕事の両立のために役立つ知識
〖令 th 付

・シンポジウム

► Dual Source CTの最新技術

・メーカー講演 ， 
•佐賀大学医学部附属病院の CT 「SOMATOM Force」のお話

► 医療現場のメイク術► ほか : i ！こ
※ FRT九州 Webサイト URL: http://frt-kyushu.blogspot.jp/ 
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情報交換会も企画します。

詳細が決まりま

:t:、らナ；しおま矢:らoiitn 



第32圃 叫/ART

＂本診療放射線技師
学術大会 [ah贔9。ng↑C［胃nec〖°n:[eorg:sntc贔゜：RT)
国民と共にチーム医療を推進しよう Let'spromote team medical care with the nation 

2016年伽16H（金）～188(8)
September 16th (Fri)-18th (Sun),2016 

国邑狂！！！。日門色議雙竺門e1都ホテル
＇コ 門墜し竺翌，e（？竺巳。乞，。門□□2c勺門［ここ:r:)
喜• 安田鋭介 （公益社団法人岐阜県診療放射線技師会会長）

Eisukc Yasutla(Th,・ Gi[u Association o[ Radiological Technologists) 

主催 ：公益社団法人日本診療放射線技師会
Host 11,e Jap“'As幻ciatiU99orRadioiugica T•chn0l99”“と

共催：公益社団法人岐阜県診療放射線技師会
Cos戸m, Thc Gu"＇‘̀"ェiation99r RadiuI99gicaI TChnnIn"’“ 

http://jc『t32.umin.jp

知T"'•lt-T1Ttl田文<•：
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平成27年度診療放射線技師給与

の動向に関する調査協力のお願い

案内

本調査は、本会が毎年度継続して実施していることから、医療機関での処遇決定にも極めて重

要な役割を果たしてきております 。

今 年度の調査は、公的、民間を問わず診療放射線技師の給与の動向の調査を実施します 。本調

査の趣旨をご理解の上、下記の要領にて実施しますので、多 くの皆様のご協力をいただきますよ

う何卒よろし くお願い申し上げます 。

調査の趣旨

対象者

調査方法

調査期間

記

平成27年度事業計画に基づいて実施する給与の動向に関する調査

医療施設に勤務し、診療放射線業務を行っている方です 。

ホームページからの調査と、都道府県（診療）放射線技師会

から調査票配布による二通りで行います 。

(1) ホームページより本調査にご協力を頂ける方は、本会ホ

ームページより調査票をダウンロードし、印刷したものに回答

を記入の上、下記の調査票送付先住所まで郵送してください 。

なお、誠に恐れ入りますが調査票送付に伴う郵便代金につきま

しては、回答者の皆様にご負担いただくこととなりますことを

あらかじめご了承ください 。

(2) 都道府県（診療）放射線技師会から本調査にご協力を頂

ける方は、ご回答されました調査票を返信用封筒にて下記の調

査票送付先住所まで郵送してください 。

平成 28年 3月 20日（日）まで（消印有効）
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調査票送付先

生涯学習カウント付

与について

調査情報の取扱いに

ついて

調査の趣旨

対象者

調査方法

調査期間

調査票送付先

〒105-6131東京都港区浜松町2-4-1世界貿易センタービル31階

公益社団法人 日本診療放射線技師会

給与の動向に関するアンケート 係

本調査にご協力いただきました会員には、社会活動カウントと

して 10カウントが付与されます 。 ただし、著しく調査への回

答が少ないなど、有効回答を得られない場合はカウント付与の

対象となりません 。

本調査により得られた情報は、本会による診療放射線技師給与

の動向調査のみに利用されるものであり、個人を特定する内容

での公表はいたしません 。

調査結果は日本診療放射線技師会誌に掲載されます 。

平成27年度事業計画に基づいて実施する給与の動向に関する調査

医療施設に勤務し、診療放射線業務を行っている方です 。

ホームページからの調査と、都道府県（診療）放射線技師会

から調査票配布による二通・りで行います 。

(1) ホームページより本調査にご協力を頂ける方は、本会ホ

ームページより調査票をダウンロードし、印刷したものに回答

を記入の上、下記の調査票送付先住所まで郵送してください 。

なお、誠に恐れ入りますが調査票送付に伴う郵便代金につきま

しては、回答者の皆様にご負担いただくこととなりますことを

あらかじめご了承ください 。

(2) 都道府県（診療 ）放射線技師会から本調査にご協力を頂

ける方は、ご回答されました調査票を返信用封筒にて下記の調

査票送付先住所まで郵送してください 。

平成 28年 3月 20日（日）まで（消印有効）

〒105-6131東京都港区浜松町2-4-1世界貿易センタービル31階

公益社団法人日本診療放射線技師会

給与の動向に関するアンケート 係
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—~—•·- ------— 撮影 ヘ

～知つて：：、使つクで、作うーて得する撮影技術～

く特別企画＞ 撮影補助具の作成体験コーナー

く考案中企画＞ 施設紹介：撮影室の補助具ラインナップと活用方法など

より良い画像提供のための撮影関連器具（メーカー講演）

作成補助具に関する講演（技師講演） ほか

く展示企画＞ ポスター展示・企業ブース・神陵文庫出店

■会期 平成28年7月16日（土）・17日（日）
16日13:00"-'118:00・17日9:00,._..,13:00

■会場 米盛病院ラーニングセンター
〒890-0062 鹿児島市与次郎1丁目7番1号

■参加費 RT・一般 2,000円養成校学生無料
■主催 全国X線撮影技術読影研究会

代表世話人：市川秀男（元岐阜医療科学大学）

地区世話人：松本俊也（鹿児島大学病院／鹿児島県診療放射線技師会会長）

担当世話人：松野下直美（徳久整形外科）
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く特別企画＞補助具作成体験コーナーのご紹介

補助具の作成体験してみませんか？

発泡スチロールをニクロム線でカットして作ります。

もちろん、作成した補助具は、お持ち帰りいただけます。

＜補助具作成体験：膝蓋骨軸位撮影用＞二 参加費：500円予定 ］ 
膝蓋骨軸位撮影用補助具（図 1.）を体験用にコンパクトにした補助具を作成します。

コンパクト版ですが、作品は、実際に撮影に活用いただけます。

＜補助具作成体験：手根管撮影用＞
参加費：500円予定

手根管撮影用補助具（図 2.)を体験用にコンパクトにした補助具を作成します。コ

ンパクト版ですが、作品は、実際に撮影に活用いただけます。

令 なお、この作成体験参加は、準備の都合上、事前申込みを基本とする予定です。

令 補助具作成体験は、 2種類のうち、 1種類選んで作成していただきます。

令 また、大会参加費とは、 別に補助具作成体験参加費（発泡スチロール材料等）をこ負担いただくことに

なります。（金額は検討中）

令 作成いただ＜補助具は、コンパクトに改良するため、図 1,• 図 2と形状が少々異なります。
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案内

第 9回南九州地域放射線治療合同研究会

開催日時：平成 28年 2月 13日（土） 10時～16時 30分

会場： 〒860-0806 熊本市中央区花畑町4番 18号

熊本市国際交流会館 6 ・ 7F ホール

http://www.kumamoto-if.or.jp/kcic/default.asp 

参加費：日本放射線技術学会会員 1,000円

非会員 2,000円 学生無料

【教育セミナー】 60分 (10:00,...__,11:00)

「最新治療計画装置RayStationの機能紹介」

講師：日立メデイコ 風戸章吾先生

【特別講演 1】60分 (13: 00,..___,14 : 00) 

「放射線治療における総合的な品質管理に関する講演」

講師：近畿大学医学部附属病院奥村雅彦先生

【特別講演 2】40分 (15: 30,...__,16 : 10) 

「定位放射線治療における 6軸補正に関する講演」

講師：熊本放射線外科富永弘史
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第16回 鹿児島県放射線治療技術研究会

日時：平成 28年 6月後半～ 7月

場所 ：鹿児島市立病院

内容：施設見学・線量測定

鹿児島県放射線治療研究会（医師）

日時：平成 28年 7月 29日 （金）もしくは 8月 5日 （金）

鹿児島大学 放射線冶療室

豊田雅彦

案内

鹿児島大学 放射線治療室

豊田雅彦

案内

第3回 九州 2地区全国統一講習会開催（案）

鹿児島大学 放射線冶療室

豊田雅彦

日本放射線治療専門放射線技師認定機構主催

開催日 2016年 10月 22日予定

場所熊本大学医学部附属病院

内容電子線におけるフィールド線量計の相互校正（実機講習）

募集人員 3 0名

応募条件

ノー トPCを持参できる方

マイクロソフト エクセルの基本的な操作が出来る方

事前に必要資料（講義資料、エクセルシー ト） をwebより ダウンロード出来る方
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第32回市民健康まつり報告

鹿児島大学病院

松本俊也

平成27年 10月 4日は快睛で診療放射線技師会として理事、応援者含めて 15名の会

員で対応を致しました。

当日は、予想を上回る骨密度測定希望者がおり、ほとんどの時間を測定・説明におわ

れる 1日となりました。

理事

松本、新村、藤崎（拓）、松野下、中島、佐藤、藤崎（誠）、吉村、渡邊、池田

応援者

尾堂 聡 （今給黎）、 川西義浩（じんごあん）、岩元（鹿児島大学）

若松恭平 （市立病院）、末永湧也（川内市民病院）

第 32回市民健康まつり 反省点・ご意見について

反省点・ご意見

測定数

整理券

483名

300名

内容 ：骨密度測定 ・放射線相談（パネル）での説明

183名（整理券を持たない）

骨密度測定装置 3台

骨密度測定者 483名（整理券 300名）の測定を実施し、検査結果の説明を行った。

反省点

1. 骨密度測定者に説明が十分な時間が取れなかった。

2.被ばく相談への誘導がうまくいかず、放射線相談が不十分であった。

3.今回、骨密度測定装置を 3台使用し測定行ったが整理券が必要であるかの疑問がある。整理

券も持たず、当然のように列に入ってくる方が多くうまく整理できなかった。

実行委員会への要望

1. 数々の出展があるが、人気のもの人気のないものがあるみたいで、 興味のないものは素

通りしているような気がしました。そこで、スタンプラリーではありませんが、各ブースの

参加印をもらった人だけに何かサービスを提供するとかをしないと無料で健康診断をやって

もらうためだけに来ているだけの印象をもつ来場者がいたような気がしました。

2. 整理券の配布を午前・午後に分ける必要があるかもしれません。（指定時間を無視

して測定に来られる方がほとんど）

3. 全体的に高齢者が多く、バランスのとれた集客になっていないような感じがしました。まる

で高齢者対象のイベン トのようで、子供からお年寄りまで参加するイベントにして欲しいで

す。
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4. 同じ時期に同様なイベン トが他の地域で多く 開催される関係で骨密度測定装置の確保が難し

くなってきているのでこれ以上の件数は対応できないかもしれません。

第32回～か四忠市民すこやかプラン～

。平成27年10月4日（日） 0藍昂Z出；；広lillil
午 10時～午樋3時30分※受付は午前9時から午後3時まで

“田曰塁塁9
●血圧•血覇尿桟豆
●鍼（はり）体禁

●健繹体丘••太極翠
•らくらく体凜
●お口の体伍

瞬苔固3虫恐裂諏

Ji=.~で渕定・体験ができ舌り。（整理野不E)

●体力測定

●I討肺蘇生法匹

●詔いきいを体駿

（脳活性化トレーニング）

●発戸発語若官の龍扇チェック

●薬草茶泊はなど

〈整理券が必要なコーナー〉
堅理券は下記の時間にメインアリーナ入口

(□ピー）で配布します2（無科）

●血管年齢測定 9時l5分
●骨密度測定 g.m5分

●マッサージ体験 9洞15分 12時45分

（岨i震1|37置雪星9医師白科医師翌汎師屈證師・栄簑士なとに無科で相淡できます』他にもたくさんの相訣コーナーがありまずので詳しくIt襄面をこ芦ください．

三蜘-
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説
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岬
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“'1-午後2時～3時※手話週訳さ行い詈g.

「ピロリ冒をやっつけて胃がん予防！1
鴫 籠蔚醤励肌県還孝憲法士協会
（健康相駁とデモンストレーション）

女性符自のライフイペントを果りgぇ．はつらっと
ライフを楽しむための方法をこ攘案

咽 30分）しなやかな歩き方と笑癸勢テェッつ
13詩40分 体形変化に負けない産画極餞エクササイズ

底刀アッフ胃饂民筋gトレ一ニング
霞面賓内図⑲番女性のためのリハビリコーナーにて問催

鈷合

日本人に多い胃がんの人のほとんどはピ0リ覆が属因．除麟すれ
ば胃がんにかかりにくくなります。胃がんとピロリ胃の関係1Eしく
餘する万法について匿閲と藁剤閾がくわしくお匡します．

暉づくりのための寝寂戸痣翌颯鵡
※午酌10詩メインアリーナ入口（臣外）に纂合
（雨天時はの止）

※歩く距纏は約4.4畑で可．帽子を●用のうえ、運動のできる
脳芸でこ〇辺ください．

.. - :`’`  ・ • 
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レントゲン展イベント報告

鹿児島大学病院

松本俊 也

鹿児島県診療放射線技師会の市民公開講座のイベントに診療放射線技師、臨床工学技士、

理学療法士、臨床検査技師会のそれぞれの代表者に「医療技術者の仕事について」と題して

の講演会していただきま した。

今回は昨年度と同様に県立高校 61校、市立高校7校、私立高校 19校に講演会案内状を送

付しさ らに予備校、図書館への掲示、南日本新聞イベン ト案内、 MBCラジオヘのホームペー

ジ掲載依頼などを行い 30名以上の中学生、高校生が参加していただき、さらに父兄、担当教

諭まで参加していただきほぼ会場もいっぱいになり賑やかな雰囲気で開催することができま

した。放射線技師に関しては、最初は恥ずかしいのか将来の希望ではないということでした

が、会が終了後に将来の放射線技師になりたいという学生さんや来年すでに進学を決めてい

るがどんなことを勉強するのか分からないという進学予定者がいろんなことを聞きにこられ

て個別になるべく分かりやすいよ うに説明を行ったつもりでした。

未来の診療放射線技師にエールを送ったところでした。

講演会では将来、医療技術職種になりたい生徒が参加しており、 中学生・高校生にとって

は実りある講演会になったのではないかと思います。これからも工夫をしながら診療放射線

技師職の認知度を広めていきたいと思うところでした。

～病院での医療技術系臨種の仕事について～

健康を守るため、私たちはこんな仕事をしています

日 時：平成27年 12月 20日（日） 14時より

場所 ：かごしま県民交流センター 大研修室4

鹿児島市山下町14-50

1開会の挨拶|(14:00)公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会 会長松本俊也

＜鹿児島県診療放射線技師会生涯教育講座＞

講演 1 (14.05-1420) 15分 「器床工学技土の仕事について」 鹿児島県臨床工学技土会会長 谷口賢二郎

講演 2 (14.20-14.40) 20分 「理学療法土の仕事について」 鹿児島県理学療法土協会副会長 平名章二

講演 3 (14.40-14.55) 15分 「臨床検査技師の仕事について」 鹿児島唄臨床検盃技師会常務理事 穴田 麗子

講演 4 (14.55-15"10) 15分 「診療放射線技師の仕事について」 鹿児島県診療放射線技師会会長 松本俊也

講演 5 (15"10-1525) 15分 「診療放射線技師養成の大学はどうなの、楽しいの？」 九大学医学部保健学科 赤坂勉

ディスカッション (1530-1600) 30分

「現職スタッフヘの質問タイム・・・イ可でもぶつけて下さい」
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第14回鹿児島県放射線治療技術研究会開催報告

報告者：代表世話人

豊田雅彦

以下の日程及びプログラム内容にて研究会を開催しましたので報告致します。今回、 実技

研修として「標準線量測定」「IGRTの品質管理」を行い、放射線治療品質管理の均てん化活

動に努めることができました。その他、 会員発表等においても活発な討論が行えました。

日 時：平成27年 7月11日（士） 14: 00,..__,18 : 30 

場 所：鹿児島大学病院第4講義室

参加者： 46名（内学生6名、メーカー3名）

プログラム内容

【線量測定】10: 00,....__, 12 : 00 

線量測定（線量測定標準化班）による線量測定の実技

【会員発表】 14: 00,....__, 14 : 40 

「当院における頭頚部用シェル固定精度の比較検討」

「当院における RALSの品質管理」

「当院における治療RISの変遷」

「MRIを用いた前立腺移動量の検討」

場所：放射線治療室

鹿児島大学病院新山雄志技師

鹿児島大学病院 本村克朗技師

鹿児島大学病院西元孝海技師

メディポリス国際陽子線治療センター中沖 隆一技師

【IGRTの品質管理】14: 40,...__, 18 : 30 

（座 学）

『IGRTの品質管理について』

（実技）治療室内にて実技

「Endto End試験」

「中心位置精度試験」

QAプログラム作成班

鹿児島大学病院豊田雅彦技師

【懇親会】 19 : 00 ～七輪焼き もろき（鹿児島市中央町(1-12)
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平成27年度第15回鹿児島地域研修会報告

（公財）慈愛会今村病院分院
浅井愛邦

平成 27年 8月 7日（金）鹿児島大学医学部歯学部付属病院臨床第二実習室にて、第 15回

鹿児島地域研修会が開催されました。会員・非会員合わせて 35名の参加となりました。

まず、座長の坂下周一郎地域理事より講演者の鹿児島大学医学部歯学部付属大学病院臨床

技術部部長理学療法士弓場裕之氏の紹介がありました。引き続き弓場氏によるトランスフ

ァーテクニックの講演となりました。

講演は前半に座学による基礎知識の習得と後半では実際に鹿児島大学医学部歯学部付属病

院の一般撮影室にて患者移乗の実践を行いました。

前半の部を詳しく見てみると、最初にトランスファーに必要な物理的作用のお話がありま

した。重心と基底面の関係の関係や、てこの原理、作用反作用の法則・慣性の法則などを用

いて患者様を安全に移乗する知識を習得し、実際に参加者同士がペアを組み技師役と患者様

役になり実践練習を行いました。

全介助トランスファーの流れをみると、まず車椅子とベッド（あるいは椅子）に対し 30度で

アプローチを行う。たたせる前に被介助者の両膝の膝蓋骨の外側と介助者の膝蓋骨内側をう

まくあてて膝を固定し支持を補助し立ち上がり動作まで行い、続いてその状態から座位状態

にする動作を行いました。その際臀部をゆっくり着地面の奥に座らせることがポイントとな

ります。

他にもさまざまな動作をペア同士で行い、弓場氏がそれぞれにコツをおしえていただき前

半の部が終了しました。

後半の部が始まる前に、公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会の新会長に就任された松

本俊也会長より御挨拶がありました。松本会長からは就任御挨拶ならびに今後の技師会の展

望についてお話されました。

後半の部では舞台を一般撮影室に移して、弓場氏による安全な寝台移乗を体験することが

できました。そこで、参加者が現状困っていることなどをディスカッション形式で活発な意

見などがでていました。

私が診療放射線技師となって 9年ほどがたちますが、なんとなくトランスファーを行って

いました。今回あらためて感じたのが移乗する際は患者様の安全を考えるのはもちろんのこ

と、自分自身に負担をかけないようにするテクニック が重要だと改めて感じさせられました。

また、同じ医療人ではありますが、違う職種の方のお話を聞くことができ、あらためて患者

様中心のチーム医療の重要さを考えることができました。

最後に平成 27年度第 15回鹿児島県地域研修会も弓場氏と多数の参加者の方々により無事

に終えることができました。本当にありがとうございました。今後も鹿児島地域研修会を会

員の皆様のよりよい情報交換の場として運用できるよ うに地域理事・世話人一同頑張ります

ので、引き続き会員の皆様の御協力をよろしくお願い申し上げます。
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弓場講師

実技風景 実技風景

実技風景 松本会長

実技風景（撮影室） 実技風景
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平成 27年度 第 15回鹿児島地域研修会参加者名簿

施設名 氏名 会員番号

1 南風病院 井ノ上祐二 32929 

2 今村病院 分院 恵智徳 42352 

3 鹿児島厚生連病院 石山 重行 22363 

4 南風病院 藤崎誠 41248 

5 鹿児島医療技術専門学校 新留寿 50613 

6 鹿児島厚生連病院 栴祐幸 48723 

7 鹿児島厚生連病院 高松広太 61127 

8 南風病院 上床達哉 56026 ， 鹿児島厚生連病院 中島 さおり 43023 

10 今村病院 上釜健作 49184 

11 今村病院分院 浅井愛邦 53881 

12 鹿児島大学病院 松本俊也 24211 

13 鹿児島医療センター 熊野純泰 32333 

14 南風病院 木村圭佑 55202 

15 鹿児島市立病院 太田原 美郎 22359 

16 今村病院 中村 綾那 62780 

17 鹿児島大学病院 坂下 周一郎 40516 

18 今村病院分院 馬場隆行 28489 

19 今村病院分院 大坪丈太郎 61679 

20 今村病院分院 高山 大史 非会員

21 今村病院 徳永美紅 申請中

22 鹿児島大学病院 藤坂智史 37207 

23 ヲサメ内科クリニック 下園大介 45990 

24 鹿児島生協病院 隈元満広 31403 

25 上山病院 大塚麻里 53897 

26 三宅病院 福山直樹 56233 

27 三宅病院 日高浩文 35720 

28 鹿児島市立病院 西元辰也 27458 

29 鹿児島市医師会病院 吉村洋一 38389 

30 鹿児島大学病院 西岡大倫 申請中

31 鹿児島大学病院 大園健一 40518 

32 鹿児島大学病院 西郷康正 26838 

33 鹿児島大学病院 中島祐二 31357 

34 河合脳外科 瀬戸ロ 勲 25015 

35 今村病院 矢崎滉平 61123 
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第37回大隅地域研修会報告

第 37回大隅地域研修会

日時 平成27年8月8日（土）
時間 14時30分 ～ 18時

副会長（兼地域理事）

島児末治

会場 大隅鹿屋病院 別館 2階講堂

【 平成 27• 28年度世話人紹介 】14:30,...__.,14:35
鹿児島県診療放射線技師会副会長（兼地域理事） 島児末治

【 県技師会活動報告 】14:40,...__.,14:50

鹿児島県診療放射線技師会会長 松本俊也

【 会員報告 】14:50,...__.,15:30

①第 36回地域研修会アンケー ト結果報告 学術部世話人白坂紀男

② 当院における MRI対応型ペースメーカー検査マニュア）レ 垂水中央病院 市園 淳二

③大隅鹿屋病院新館紹介 大隅鹿屋病院深水武

【 話題提供 l 】15: 30 ,.____, 16: 00 座長：餅原 信広 （鹿屋医療センター ） 

「富士フィルムDRのポータプ）レ撮影における画像処理技術」

富士フイ）レムメディカ）レ（株） MS部営業支援グ）レープ西日本 MSセンター

マネージャー 西詰 利之先生

【 話題提供 2 】16:10 ---....,17:00 座長： 上堀内 善信（ 鹿屋医療センター ） 

「医療機器プログラムの取り扱いについて 」

富士フィルムメディカ）レ（株） 販売統括本部マーケティング

医療政策室長 岩田貴先生

【 テーマ討論 】17: 00 ______, 18 : 00 座長：深水 武（ 大隅鹿屋病院 ） 

VF（聰下造影）について

①基調講演 「 聰下造影の必要性について 」

大隅鹿屋病院言語療法士 圏師孝弘先生

② 施設報告昭南病院（熊谷繁夫）

※ デスカ ッション(10~20分）

～ 施設見学（研修会終了後） ～ 

-21 -



8月 8日大隅鹿屋病院で大隅地域放射線技師研修会を開催し 35名（会員 21名・非会員 7名・

メーカー7名） の参加を得た。

会員報告は、 3演題あり 会場からの質問も多く 他施設の現状を知る良い機会となった。

話題提供では、ポータブル撮影における画像処理技術により、グリ ッドなしでの撮影が可

能となり被ばく低減や臨床への応用が期待されている。医療機器プログラムは 2014年 11月

に施行され、診断・沿療等を目的としたプログラム単体が対象となる為、既存の機器に対し

薬事承認製品の有無を検証すると 同時に他部門に対しても共通問題と捉え医療機器プログラ

ムに該当するのか否かについで情報提供する必要がある。

テーマ言寸論のデスカ ッションでは、言語聴覚士の圏師孝洋先生を交え聰下の検査方法や注

意点等について活発な意見交換が行われた。また、検査スタッフの被ばく管理については法

に準拠した管理の必要性を再認識する機会となった。

研修会終了後の大隅鹿屋病院の施設見学は、最新医療機器やドクターヘ リポート発着周辺

の搬送システムは大変興味深いものとなった。今後も会員のスキルア ップ向上を目指した研

修会を企画したいと考える。

【会員報告】

①白坂大隅地域学術部世話人（鹿屋医療センター）

「第 36回大隈地域研修会アンケート結果」は、テーマ討論（一般撮影における下肢領域の

撮影ポイン ト）の満足度が高く意見交換も良かった。

②市園淳二技師（垂水中央病院）

「MRI対応型ペースメ ーカー検査マニュアル」について県内の MRI対応ペースメーカー植

込み患者の実態及び各メーカーの認定施設基準比較やガイドラインに沿った検査マニュア

ル報告。

③深水武技師（大隅鹿屋病院）

「大隈鹿屋病院新館紹介」を新館のオープンまでの経緯、設計図面と機器配置の検討等の

構築の経過。

【話題提供 l】

西詰和之氏（富士メデイカル株式会社）

「富士フィルム DRのポータブル撮影における画像処理技術」について周波数処理を用い

る事で散乱線に伴 うノイズが低減し濃度むらが発生しない高画像の説明。

【話題提供2】

岩田貴氏（富士メディカル株式会社）

「医療機器プログラムの取り扱いについて」と題して、医薬品医療機器等（旧薬事法）改

正のポイン トと今後の動向。
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【テーマ討論】

基調講演「唖下造影の必要性について」大隅鹿屋病院の言語聴覚士の圏師孝洋先生及び

昭南病院の熊谷繁夫技師による唖下造影検査手順の報告に対し討論を行った。

平成 27• 28年度

地域代表

総務

学術

学術

学術

学術

広報編集

福利厚生

組織表彰

【参加会員】

大隅地域理事・世話人

島児末治

深水武

白坂記男

永山崇臣

熊谷繁夫

市園淳二

石原 剛

山本秀明

餅原信広

山本 秀明 島児末治

石原剛 白坂記男

市園淳二 園田隆

深水武 平山宗郎

新村栄次 松尾隆志

垂水市立医療センター垂水中央病院

社会医療法人鹿児島愛心会大隅鹿屋病院

県民健康プラザ鹿屋医療センター

社会医療法人鹿児島愛心会大隅鹿屋病院

愛誠会昭南病院

垂水市立医療センター垂水中央病院

医療法人青仁会池田病院

恒心会おぐら病院

県民健康プラザ鹿屋医療センター

餅原信広

熊谷繁夫

新地香織

松本俊也

寺師俊彦

中村裕 上堀内善信 福永奈々恵

山下達也 原畠勝己 小林学

会場風景 平成 27• 28年度大隅地域理事紹介

松本会長 島児副会長（兼地域理事）
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白坂技師 市園技師 深水技師

話題提供 l（餅原座長） 西詰氏 話題提供2（上堀内座長）

岩田氏 テーマ討論（深水座長） 圏師先生

熊谷技師・圏師先生 質疑応答 施設見学
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I 

37回大隅地域研修会アンケート結果

開催日 2015年8月8日 アンケート結果報告者白坂記男学術担当世話人

診療放射線技師出席者数 30名 アンケート回収率 50%

年齢 20代 30代 40代 50代 60代 計

人数 1 4 6 4 

゜
15 

性別 男 女 未記入 計

人数 14 1 

゜
15 

勤務地区 大隅地域 鹿児島地域 伊佐・霧島地域 北薩地域 南薩地域 その他（宮崎県） 計

人数 13 2 

゜ ゜ ゜ ゜
15 

， I 
I 

勤務年数 5年未満 5~9年 10 ~19年 20~29年 30年以上 計 I 
I 

人数 1 1 7 4 2 15 I 
l 
l 
l 

1研修会への参加動機 I 

①テーマ興味 ②職場の人の勧め ③職場・自分の課題解決の為 ④その他 計

人数 13 

゜ ゜
2 15 

l 
l 

2 研修会の企画について I 

大変満足 やや満足 、）̀つつ“ やや不満 不満 評価できない 計

①アンケート報告 3 5 7 

゜ ゜ ゜
15 

②会員報告 3 ， 3 

゜ ゜ ゜
15 

③話題提供 2 11 2 

゜ ゜ ゜
15 

④最新医療機器 4 7 4 

゜ ゜ ゜
15 

⑤テーマ討論 6 ， 
゜ ゜ ゜ ゜

15 

コメント （なし）

3 研修会の内容はあなたの今後に役立ちますか

とても役立つ ある程度役立つ どちらともいえない 役立つには不足 役立たない 計

人数 4 11 

゜ ゜ ゜
15 

理由 （際下造影の必要性は勉強になった）

4 次回の研修会での希望するテーマを教えてください。（重複回答可）

検査 CT MRI 透視検査 治療 RI 血管造影 一般撮影

人数 8 5 2 

゜
1 3 3 

検査 超音波 三次元

人数 2 2 

管理 機器管理 放射線管理 医用画像システム 感染管理 医療安全 物品管理

人数 3 3 5 1 5 2 

※ 読影補助について
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第31回南薩研修会報告

ウエルフェア九州病院2F研究室
平成27年9月19日（土） 15時～18時

▼松本会長挨拶時の会場風景（約10年ぶりの開催となったウエルフェア九州病院）

▼会員演題発表 （今林整形外科病院•福留技師 と 馬場病院・長野技師）

□Un 

▼野中理事の伝達 ▼南薩地域世話人の川西技師の閉会挨拶
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L
 

演
者

・会場のウェルフェア九州病院では約 10年ぶりの開催であった。特殊な診療科があるため、

みだりな立ち入りをしないよう注意を促した。

•原田学園の実習学生も 5 名参加。 会員発表や施設紹介は良い公聴機会だったと思われる。

・受付記帳時、自身の会員番号を書いてもらえなかった。会員番号の認識が薄い。

・今林整形外科HP （指宿市）から臨床検査技師の参加あり、非会員扱いで参加費を徴収し

た。（徴収してよいか判断迷ったが本人には返金の可能性もあると説明しひとまず徴収させ

てもらう）

・研修会終了後は交流交換会を行い、 20名の参加があった。（会費制）
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・参加者

JART会員 ， 
放射線技師

22 

放射線技師 5 

放射線技師以外の医療職種 1 

非会員

合計

J A R T 会員

所属 会員番号 氏名

菊野病院 54764 岩下矢

尾辻病院 54211 松永昭一

唐仁原内科 CL 32928 江平俊雄

県立薩南病院 26099 児玉公輝

じんごあん CL 33998 川西義浩

加世田病院 42039 木佐貫克朗

菊野病院 35101 野中康博

馬場病院 28818 長野勝悟

サザンリージョン病院 30295 前迫秀利

鹿児島大学付属病院 24211 松本俊也

メディポリス指宿 62187 燃脇孝平

ウエルフェア九州病院 29836 前床寿隆

指宿浩然会病院 45030 國生岳志

今林整形外科病院 48748 福留三朗

徳久整形外科 26393 松野下直美

立神リハ温泉病院 43951 白澤清英

久木田整形外科病院 24831 園田実郎

指宿温泉病院 34389 伊地知洋一郎

サザンリージョン病院 59690 吉崎早紀

加世田病院 22796 濱田耕

ヲサメ内科 CL 45990 下園大介

サザンリージョン病院 56290 洲上裕基

学生 5 

メーカー 13 

一般

4゚6 

所属

非会員

職業等

メディポリス指宿 診療放射線技師

メディポリス指宿 診療放射線技師

馬場病院 診療放射線技師

指宿脳神経外科 診療放射線技師

南薩ケアほすぴたる 診療放射線技師

今林整形外科病院 臨床検査技師

鹿児島医療技術専門学校 放射線学科4年

鹿児島医療技術専門学校 放射線学科4年

鹿児島医療技術専門学校 放射線学科4年

鹿児島医療技術専門学校 放射線学科4年

鹿児島医療技術専門学校 放射線学科4年

テクマトリックス （メーカー講演講師）

GEヘルスケア

GEヘルスケア （メーカー講演講師）

GEヘルスケア （メーカー講演講師）

日立メディコ

翔薬

翔薬

翔薬

富士フィルムメディカル

東芝メディカル

東芝メディカル

コニカミノルタ

日本事務器

名

名

名

名

名

名

名

氏名

浜田拓也

中沖隆一

橘木宏幸

池田樹宏

前田祐平

菖蒲谷学

山口稜介

永井千博

雪丸あゆみ

白澤尚貴

吉富那央弥

吉村規正

打木薫和

一番ヶ瀬敬

日比野茂

木時綾

川畑周二

宮下新陽

中村周二

松下靖彦

藤原義信

土屋清仁

佐藤暢紀

白澤良策

※受付名簿に準じて報告する。非会員は学生、メーカーからは参加費徴収せず。
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・人材（参加世話人）

役割 会員番号 氏名

会場担当者 29836 前床寿隆

司会担当者 42039 木佐貫克朗

学術担当者 28818 長野勝悟

学術担当者 33998 川西義浩

総務担当者 26099 児玉公輝

総務担当者 30295 前迫秀利

平成27年度 南薩地域世話人一覧

役職 世話人名 所属

地域理事 野中康博 菊野病院 県技師会地域理事

総務 児玉公輝 県立薩南病院

総務 前迫秀利 サザンリージョン病院

学術 長野勝悟 馬場病院

学術 川西義浩 南州メディカル

福利厚生 山崎慎治 菊野病院 X線撮技研世話人

福利厚生 木佐貫克朗 加世田病院

広報編集 松野下直美 徳久整形外科
県技師会学術理事、女性技師会代表、X線撮技研世話人

、乳腺研世話人

組織 國生岳志 指宿浩然会病院 超音波研世話人

（平成 27年 11月現在）
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平成27年度北薩地域研修会 終了報告

北薩地域世話人（編集担当）

村野和久

平成 27年 11月 14日、伊佐市の寺田病院において第 24回北薩地域研修会を開催いたしま

した。参加者 55名、いちき串木野市医師会立脳神経外科センター灰床利隆氏の司会進行にて

岡野三男地域理事、松本俊也会長の挨拶に続き会員発表 5題、講演 3題と施設見学などボリ

ュームタップリの研修会でした。

会員研究発表の座長集約は県立北薩病院、吉福淳氏からの 『ダットスキャンの使用経験に

ついて』は撮像前に頭部傾斜角度の把握をしておくことが解析上、有用な情報になるとの報

告でした。出水郡医師会広域センター、高野亮ー氏からの『造影エコーが有用であった症例』

では造影超音波検査は時間分解能や空間分解能に優れ血流評価に有用であり低侵襲性で腎障

害に伴う症例に対しても施行できるのは大きな利点であり RFA時など補助においても有用

であったとの報告でした。入口雅実氏からの『下肢動脈撮影におけるプロトコ）レの検討』で

は成功率は BT法が約 50％に対し DL-TI法は 68％で下肢動脈 CTAにおいて DL-TI法は有

用との報告でした。大海クリニックの森宥貴氏からの『スクリーニング CTCはじめました』

では大腸CT検査のプロトコル検討と線量評価の報告で撮影条件はSD値20以下となる低線

量に決定し被ばく線量は平均で 1検査当たり 4.5mSvとなったとの報告でした。

寺田病院の春口良久氏からの『当院における Ai症例』は Aiのメリット、デメ リット等を

含めた有用な報告でした。講演は座長の県立北薩病院の中山龍ー氏のもとで 3題でした。講

演 1は岡野三男氏から 『PEG（経皮内視鏡的胃痩造設術）』について講演 2は日本メジフィジ

ックス より『核医学検査で最近の話題～認知症編について』講演 3はテクマトリックスより

『新しい PACSのかたちNOBORIのご紹介』 でした。

情報交換会一次会は 24名の出席で三次会は丑の刻（午前 2時）過ぎまで出席者が多く、会

話や飲みニュケーションにて伊佐での盛会な夜でした。

最後に会場などお世話になりました寺田病院放射線部の皆様へ感謝いたします。

平成 27年度 北薩地域地域理事・世話人

地域理事

世話人（総務）

世話人（学術）

世話人（学術）

世話人（学術）

世話人（広報）

世話人（編集）

世話人（組織）

世話人（福利厚生）

岡野三男 （医）杏林会 丸田病院

兒玉康照 済生会川内病院

古田正成 出水総合医療センター

前田健一郎 川内市医師会立市民病院

床波 隆幸 出水郡医師会広域医療センター

灰床利隆 いちき串木野市医師会立脳神経外科センター

村野和久

中山龍一

春口良久

済生会川内病院

県立北薩病院

（医）栄和会寺田病院
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第 24回北薩地域研修会プログラム

日時 平成 27年 11月 14日 （土） 15: 00 ,...__, 

ム云寸笏：日 （医）栄和会寺田病院 3階会議室

司会 いちき串木野市医師会立脳神経外科センター 灰床利隆

【1】 開会の挨拶 （公社）鹿児島県診療放射線技師会 北薩地域理事 岡野三男

【2】 会長挨拶 （公社）鹿児島県診療放射線技師会 会長 松本俊也

【3】 会員発表 座長 済生会川内病院 村野和久

① 「ダットスキャ ンの使用経験について」

県立北薩病院 吋I 田百 ド、一三

② 「造影エコーが有用であった症例」

出水郡医師会広域医療センター 高野亮一

③ 「下肢動脈撮影におけるプロトコルの検討J

出水郡医師会広域医療センター 入口 雅実

④ 「スク リーニング CTCはじめました」

大海クリニック 森宥貴

⑤ 「当院における Ai症例」

（医）栄和会寺田病院 春口 良久

【4】 講演 座長 県立北薩病院 中山龍一

1. 「PEG （経皮内視鏡的胃痩造設術） について」

（医）杏林会丸田病院 岡野 三男

2. 「核医学検査 最近の話題～認知症編」

日本メジフィジックス株式会社 長畑敬大

3. 「新しい PACSのかたち『NOBORI』のご紹介」

テクマトリックス（株） 田中知広 吉村規正

[5】 閉会の挨拶 （公社）鹿児島県診療放射線技師会北薩地域世話人 兒玉康照

【6】 施設見学会 1 7 : 40,..____, 18 : 00 

情報交換会 ： 王将（寺田病院近く） 1 8 : 3 0~ 

飲み放題 会費 35 0 0円

担当寺田病院永野喜之 索0995-22-1321
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出席者 【技師】 45名

出水郡医師会広域医療センター

川内市医師会立市民病院

出水総合医療センター

済生会川内病院

寺田病院

新門整形外科

県立北薩病院

大海クリニック

大口温泉リハビリテーショ ン病院

クオラ リハビリテーション病院

いちき串木野市医師会立脳外科センター

整形外科松元病院

水間病院

鹿児島大学附属病院

菊野病院

徳久整形外科

丸田病院

【メ ーカー】

富士フィルムメデイカル

8
 

7
 

5
 

4

3

3

2

2

2

2

l

l

1

1

1

1

1
 

床波隆幸、

春口良久、

中山龍一、

吉村伸一郎、商野亮一、

古田正成、溝下育男、中野孝二、

平啓一朗、

吉福

田上紀恵、

児玉遼、入口雅実、牧元魁星、新名美咲

大久保光男、前田健一郎、秋葉裕史、武宮太、

山下大介、末永湧也、生見良太

元村重吉、

兒玉康照、村野和久、宇都浩一朗、岡元 拓

永野喜之、永山みずえ

田畑諒二、桐木原直輝、北ノ園雄朔

吉
子‘"1 

荒武俊平、森宥貴

高野勝哉、宮下拡光

吉海諭、原口直也

灰床利隆

松尾幸弘

菊池春喜

松本俊也

野中康博

松野下直美

岡野三男

10名

松下靖彦 コニカミノルタヘ）レスケア 田中裕介

シーメンス株式会社 立石健太

GEヘルスケア ・ジャパアン

テクマ トリッ クス株式会社

（株） 打木薫和

田中知広、

株式会社島津製作所

日本事務器株式会社

徳村紀彦

白澤良策

吉村規正

日本メジフィジックス株式会社 長畑敬大、稲垣裕三
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梵
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司会 灰床利隆氏 開会の辞 岡野三男地域理事
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挨拶松本俊也会長

会員発表座長村野和久氏

氏

亮
野
高
殷児島県診憲紋射緑技師会

回北薩地馘研修会一
夕
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医
域
広
会
師
医
ー水
出

② 
表
発

会場

4L,' 

菌
地lI 
馘！i 

研ii I 
修1

＾ 発表①県立北薩病院吉福淳氏

質疑

発表③ 出水郡広域医療センター入口雅実氏 質疑

厩
児
島
県
診
療
放
射
線
技
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会

氏宥

凹
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薩
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域
研
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24
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修
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口春院病田寺⑤
 
表発
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会場 講演①丸田病院岡野三男氏

講演座長県立北薩病院中山龍ー氏 講演②核医学検査 最近の話題～認知症編

講演③新しい PACSのかたち NOBORIのご紹介 会場

閉会の辞済生会川内病院兒玉康照 情報交換会一次会

情報交換会 一次会 情報交換会 FRT 情報交換会一次会
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第 1回鹿児島X線撮影研究会地域セミナーin大隅

今村病院分院 画像診断部

馬場隆行／岩下昌平

開催日時：平成27年 12月 12日（士） 15:00,......,18:00 

開催会場：大隅鹿屋病院（鹿屋市新川町60 8 1番地 1)

9階講義室（座学会場）、 1階放射線科7番・ 8番室（ハンズオン会場）

主 催：公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

参 加費：技師会会員・学生 ：無料、非会員： 500円

テ ー マ ：「肩関節撮影その 1」

内 容 ： 司会：恒心会おぐら病院山神昭彦

l. 開会挨拶 (15: 00) 鹿児島X線撮影研究会代表世話人馬場隆行

2. 肩関節の解剖学について（座学） （15:05-15: 30) 

恒心会おぐら病院 山神昭彦

3.撮影座学と撮影法紹介 (15:30-16:45)

3-1．肩関節前後方向撮影ー＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿―-―-今村病院分院岩下昌平

3-2．肩関節軸位・スカプラY撮影ーーー一今村病院分院馬場隆行

一休憩・移動ー (16:45-1 7: 00) 

4.ポジショニングの実際（ハンズオン） （17:00-18:00) 

今村病院分院馬場隆行・岩下昌平

5. 閉会の挨拶 (18:00-) 

鹿児島県診療放射線技師会副会長（兼地域理事） 島児末治

【問い合わせ】馬場隆行／岩下昌平

今村病院分院画像診断部 099-251-2221(2240) 

【当会 URL】 http://kagoshima-rt-xsg.blogspoy.jp/ 
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第15回鹿児島県放射線治療技術研究会

鹿児島大学病院放射線治療室

豊田雅彦

皆様方におかれましては、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。

さて 下記の日程で鹿児島県放射線治療技術研究会を開催いたしま した。多数のご参加に

御礼申し上げます。

記

日 時：平成 27年 12月 19日（土） 14:00,--..,18 : 30 

場 所 ：鹿児島大学病院第4講義室

会場整理費：鹿児島県診療放射線技師会会員 ：無料（非会員： 500円 学生：無料）

認定単位 ：日本放射線治療専門放射線技師認定機構 ：1カウント

放射線治療品質管理機構： 0.2カウント

日本放射線技師会学術研修ポイ ント： 4.5

【会員発表】 14: 00,......,14 : 50 (50分）

「6軸カウチのローテーションに関する品質管理の検討」鹿児島大学病院 馬渡 慎治技師

「ExacTracSystemを用いた X-Ray位置自動照合システム精度の基礎的検討」

鹿児島医療センター松井謙典技師

「ペースメーカ装着患者への乳房照射時の鉛ブロックの検討」

さがらパース通りクリニック 福丸智美技師

「新病院移転にと もなう RALS同室 CTに向けて」 鹿児島市立病院 宮原洋一 技師

【教育講演】 (14: 50.......,15 : 50) (60分）

「ガフクロミックフィルムについて」

～休憩～

【特別講演】 (16: 00------17 : 00) (60分）

アールテック有限会社宮沢正則先生

「放射線治療に必要な検証—通常治療から高精度治療まで—」

東京ベイ先端医療・墓張クリニ ック 医療技術部医学物理室 室長遠山 尚紀先生

【テーマ討論】 (17: 00,..__, 18 : 00)各 10分討論 20分計 60分

（テーマ） 「臨床における検証の取組について」

「通常放射線治療」： 鹿児島市立病院岩元博史技師

「定位放射線治療」：県民健康プラザ鹿屋医療センター 白坂記男 技師

「強度変調放射線治療」 ： 鹿児島大学病院岩元亮太技師

「陽子線治療」： メディポリス国際陽子線治療センター 近藤尚明 物理士

討論会

【研究班活動】 (18: 00 ,...__,18 : 10 )時間調整

線量測定班 さがらパース通りク リニック大迫俊一技師

QAプログラム班 鹿児島大学病院豊田雅彦技師

主催：公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会 鹿児島県放射線治療技術研究会

［連絡先］鹿児島大学病院放射線治療室 (099-275 -5678)豊田 雅彦 mail : masa8902@gmail.com 
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平成27年度原子力防災訓練（吹上）報告

徳久整形外科

松野下直美

平成27年12月20日（日）、鹿児島県事業「平成27年度原子力防災訓練（緊急被ばく医療措置訓

練）」が実施されました。訓練実施避難場所は県内4箇所で、私は、いちき串木野市・日置市関係救

護所である吹上中央公民館に、訓練参加者としてではなく、鹿児島県診療放射線技師会の記録者と

して、配置されました。以下、放射線技師のスクリーニングを中心に訓練の様子をご報告いたします。

Fig. l吹上中央公民館

住民到着
交通銹埠員の指示に従って
車両の検査場所に

車両検査

40,000c凹{B線）紐過

代表者のスクリーニング

スクリーニング記録票記入

簡易除染

◆吹上中央公民館訓練参加の診療

放射線技師

診

療

放

射

線

技

師

と

し
＼
如
／

車両の除染

問診・通過証交付

「― - -― 
I 

健康相談・健康管理 1 
~ -． ---.J 

Fig. 2避難退域時検査フローチャート

1次スクリーニング （検査員）

薩南病院
児玉 公輝

吉田行寿

南九州病院
市川和幸

松永隆史

2次スクリーニング （検査員）

鹿児島医技専 有薗良一

DMAT（ロジスティックス担当）

米盛病院 伊藤大助
て

の訓練参加は、 1次2次スクリーニン

グ担当5名と、 DMATチームのロジ

スティックス担当として参加した1名、

合計6名でした。

◆避難退域時検査の流れ

左図 Fig.2のとおりです。汚染程

度の比較的重篤でない地域からの

避難場所という設定の吹上では、2

次スクリーニングで除染完了確認と

いう流れでした(※l)。
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◆ホットエリア概要

【代表者スクリーニング】

今回、この検査については、鹿児島地域振興局の方が担当されました。

車両検査で基準値(40,000cpm)を超えた場合に、乗員の代表者に対して、屋外でGMサーベイメ

ータを用いて汚染検査を行います。基準値を超えた（と設定された模擬汚染者の）場合、代表者は

「受付」→「簡易除染」へ、同乗の乗員は、「受付」→「1次スクリーニング」へ移動。

【受付】市職員が担当。代表者・乗員から氏名等基本情報を聞き取り、スクリーニング記録栗に記入。

【1次スクリーニング】

携行物のスクリーニングをし、続いて全身のスクリーニングをします。検査員はペアを組み、それぞ

れ前面と背面を担当し、プローブをゆっくり移動させ、測定落ちがないように全身のスクリーニングをし

ます。基準値を超えた（と設定された模擬汚染者の）場合、数値と部位を記録員に告げ、記録員が記

録票に記入し、（模擬）汚染者は「簡易除染」へ。 基準値以下の方は誘導員に従い移動(lF「健康相談」

などへ）。

プローブ：対象表面から数 cm離す。ゆっくり移動(1Ocm/ sec) I検査時間：約2~3分／名罰定数：3秒
携行物 にの訓練会場では）バッグなどは手に提げてもらったまま測定→その場荷物置きに置く

人前面 顔→口角鼻入口→上肢→手掌（→手背）→胸腹部→脚前面 →傷部（負傷者の場合）

人背面 後頭部（頭髪）→首・両肩→上肢（→手掌）→手背→背中→臀部→脚後面→靴底

※今回は、セグメント法を採用せず、訓練実施概要に即した方法でスクリーニングを実施。

【簡易除染】鹿児島地域振興局の方が担当。模範を示しながら除染方法を説明し、汚染部位を模

擬汚染者自ら除染させます（ウェットティッシュ等で汚染部位を拭き取る）。「2次スクリーニング」へ。

【2次スクリーニング】

検査員は、 GMサーベイメータを使い、汚染部位のみを測定します。この会場では、対象全て除

染完了（除染未完了なし）。記録は記録員が行い、「問診」もしくは模擬傷病者の場合は「DMAT」へ

誘導。
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I 汚染部位 1プローフ対象表面から数 cm離す。1 検査時間約10秒間固定して測定 I

◆代表者スクリーニング～ポyトエリアの担当者装備

Fig.4写真は、このエリア共通装備の着用時の外観です。

訓練ということで、装備の上にビブ（ゼッケン）を着用しています。実際の現場では、不織布防護服

（タイベックスーツ等）に担当・名前を直接マジックで書くことになります。

この格好だと誰が誰やら分からず、声掛けしたいときの人物同定は、マジック表記が頼りでした。

時定数：3秒］

Fig. 4 1次スク リーニング 2チームと 2次スクリ ーニングチーム

装備については、右図 Fig.5

と、下記手順をご覧ください。

•動きやすい服装靴の恰好
・トイレを済ませる

↓ 

①ポケット線量計

②不織布防護服

③サージカルマスク・キャップ

④綿手袋（汗止め用）

⑤ゴム手袋（内）

＋テープ目張り

⑥ゴム手袋（外）※目張りナシ

⑦シューズカバー

＋テープ目張り
⑧担当・名前の明示

疇

腐
コ
ム
え
＋
袖
口
了
ブ
目
褥
ッ

疇

巳

ぃい！（汗止め）疇

Fig. 5スク リーニング担当者装備の箸用

着用の様子を観察すると、ゴム手袋着用やテープ目張り等は、単独では難しく、ペアを組むなどし

て、介助を受けながら着用するのが望ましいようでした。単独着用は無駄に時間を要するばかりか下

手すると破くおそれさえあると感じました。

そのほかでは、途中でトイレには行けないので、あらかじめ済ませておくことが肝要です。また、トイ

レと同様に、途中で脱ぎ着ができないので、行動しやすい服装・靴は勿論、寒暖対策に注意を払うこ

とも大切だと感じました。今回は12月とはいえ室内ということもあり、汗をかかれていたようで、 脱衣後

の汗取り用綿手袋はしっとり濡れ、シューズカバーは湯気が立ち、幾つも水滴が付いていました。
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◆スクリーニング訓練の様子

Fig. 6 1次スクリーニングの風景（携行物、頭部、上半身、靴を検査中の写真）

Fig.6写真は、 1次スクリーニングの様子です。担当された検査員はペアで協力しながら、スクリー

ニング動作手順など、スムーズにくまなく実施できていたように見受けました。スクリーニング方法につ

いては、吹上では訓練実施概要に即した方法を採用しましたが、今後はセグメント法を採用するのか

などの検討・申し合わせが必要なのではないかと感じました。

また、見た限り充分と思われるスクリーニングでしたが、今回は模擬線源を用いてはいないので、ス

クリーニングの精度については推し測ることはできませんでした。そこで、県全体の防災訓練とは別に、

スクリーニングの精度についての訓練を実施する機会があると良いのではと感じました。平成27年3

月22日の「川内地区緊急被ばく医療に関わる講演会・実務セミナー」に参加した際、模擬線源がな

かなか発見できずスクリーニング技術の難しさを痛感し、良い経験となったことを思い出した次第で

す。

Fig.7写真は、 2次スクリーニングの様子です。簡易除染との連携

や、汚染部位（除染後）のスクリーニングはスムーズに行われました。

時定数の記述なしでしたが、 訓練実施概要では「約10秒間固定

して測定」でしたので、固定測定ながら時定数は3秒設定とのことで

した。

Fig. 7 2次スクリーニングの風景 私自身、時定数、プローブ距離、移動スピード、 測定時間などに

ついて、忘れていたこと、分からないことがあり、反省しきりでした。

◆その他の訓練の様子

Fig.8写真右下は、 DMATロジスティックス担当で参加した技師の様子です。高度な判断・指揮・

連絡等の技術を要する任務のようで、いつかじっくり教えていただきたいと思います。

参加の皆様、お疲れ様でした。連携強化や防災意識向上となる有意義な訓練でした。今後、スクリー

ニング等の訓練で感じた様々な事項を検討し、一層の防災強化へと繋げていければと思う次第です。

-40 -



第 5回鹿児島X線撮影研究会報告

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

岩下昌平／大園健一

開催日時：平成28年 1月 9日 （土） 15:00,-__,18:00 （受付開始14 : 3 0) 

開催会場：鹿児島大学病院医学部臨床講義実習棟2階第4講義室

（鹿児島市桜ケ丘8-35-1)

主 催：公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

参加費 ：技師会会員・学生 ：無料、非会員： 50 0円

※技師会会員： 日本診療放射線技師会より、生涯教育カウン ト3.0C付与。

テーマ ：「肩関節の極意～外傷あっても怖くない ！実践したくなる肩関節～」

内 容： 司会 ：鹿児島大学病院大園健一

1．開会挨拶 (14:57) 鹿児島大学病院大園健一

2肩関節外傷総論（座学） （15:00-15:30) 

今村病院分院岩下昌平

3肩関節脱臼の病態と撮影法（座学） （15:30-15:50) 

今村病院分院馬場隆行

4肩関節外傷撮影に関する施設紹介 (15:50-16: 20) 

4-1肩関節術後装具固定時の撮影についてー…鹿児島大学病院 大園 健一

4-2肩関節周囲骨折症例………“• ------------…米盛病院屋部太輔

4・3.Yviewを含めた外傷撮影 ………………… 今給黎総合病院 丸尾 美由紀

一休憩・移動ー (16:2016:30) 医科診療棟2階放射線部撮影室へ移動

5．ポショニングの実際（ハンズオン） （16:30-18:00) 

会場 ：医科診療棟2F放射線部第3第 5撮影室※同内容を 2部屋でハンズオン

0第 3--…霧島市立医師会医療センター 池田隆太，今村病院分院馬場隆行

0第 5----------------・----…恒心会おぐら病院 山神昭彦，今村病院分院岩下 昌平

6閉会挨拶 (18:00-） 清泉クリニック整形外科渡邊義治

◇情報交換会◇会場 ：焼肉なべしま宇宿店（鹿児島市宇宿3丁目 17 -3 099・252・8929) 

【お問い合わせ】岩下昌平 今村病院分院画像診断部 099-251-2221(2240)ダイヤルイン

大園健一 鹿児島大学病院放射線部 099-275-5664
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（常務理事会議事録）

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

平成27年度第2回常務理事会議事録（抄）

日時：平成 27年 9月 8日 （火） 19時00分～21時 00分

場 所： 坂元事務所

出席理事 ： 松本俊也島児末治藤崎拓郎太田原美郎中島祐二佐藤洋一 藤崎誠

松野下直美吉村洋一藤坂智史西憲文渡邊義治

出席監事 ： 池田睦

欠席理事・ 監事 ： 新村栄治 宮寄信監事

議 長： 松本俊也

議事録署名人 ： 松本俊也 池田睦

〇開会

松本会長より理事の過半数以上が出席しており、第 2回常務理事会を開催が宣言された。

議題1 九州地域研修会について

1業務分担・当日役割

1)藤坂理事より 下記内容で、当 日の業務分担が説明された。

九州地域研修会執行部：九州地域放射線技師会（以下、九放技）

研修会施設 ：パレスイン鹿児島

研修会場： 孔雀の間 150名利用可能

教育委員会議室：白樺の間 20名利用可能

控え室：鳳凰の間 25名利用可能

情報交換会会場 ：白樺の間 予約時点で 30名

2)藤坂理事より下記内容で、当日の役割が説明された。

受付総括 ：島児副会長 10: 30から準備開始

参加費の管理：中島理事

受付：佐藤理事藤阪理事

会場総括 ：新村副会長 11 : 00以降に準備開始

スライド・プロジェクター：渡邊理事

質疑マイク・写真撮影 ：吉村理事

2タイムスケジュールについて

藤坂理事より下記内容で、当日のスケジュールが説明された。

09: 00 松本会長と藤崎 （拓）理事・佐藤理事・藤阪理事 現地集合しホテルにて打ち合わせ

松本会長は講師や他県の会長の応対
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10: 30 新村・島児両副会長、中島理事、吉村理事、渡邊理事 現地集合

11: 00 新村副会長、吉村理事、渡邊理事が到着された講師を鳳凰の間へ案内

12: 00 遥宜準備状況に応じて昼食

12: 30 受付開始

13: 30 九州地域研修会を開会

15: 50 テーマ討論開始 資料の配置図沿って準備

18: 30 白樺の間にて情報交換会を開宴 司会：新村副会長

3当日準備物そのほか

藤坂理事より、準備物が説明された。

島児理事より、フロントの利用方法の質問が出された。

藤崎理事より、スーツ・ネクタイなど、貴重品以外は OKという回答が出された。

松本会長より、控え室に荷物を置く時は、貴重品等は自己責任で管理するようにと指示があった。

渡邊理事より、演者ヘス ライド (PowerPointの規格）の注意事項を説明したか？質問があった。

藤崎理事より、演者はほとんど PC持ち込みであるため。問題はないとの回答が出た。また、

松本会長より、「中澤会長は USBを持参されるかもしれない」との情報があった。十分準備にす

ることを確認した。

松本会長より、急病センター勤務者は参加証書にて参加費の還付を行うことが説明された。

藤崎理事より、受付にて会員番号の書き漏れがないようにとの指示があり、受付担当理事は了承

した。

松本会長 ：九朴I研修会について他にありませんか、ないようであれば、議題 l. 九小卜1地域研修会

について賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題 2 功労表彰および永年勤続表彰候補者の推薦について

松本会長より、功労表彰 ・永年勤続の推薦の案内が JARTから出されたとの説明があった。

募集期限は 11 月 13 日 まで。 30 年表彰 •50 年表彰は自己申告と説明があった。

表彰は太田原理事にお願いしたいと松本会長から指名があり、太田原理事より、内容の精査も含

め、後日改めて相談させて欲しいとの回答が出された。

池田監事より、 30年 50年表彰の候補者をリストア ップしたデータがあるとの説明があった。

直近データを修正して会報やニュースに氏名を掲載できるように準備することを確認した。

太田原理事より、手続きが煩雑なためエントリーを敬遠している候補者が多いのではないかと意

見が出された。また、表彰の価値に関しても、県技師会からどんどん広報していくべきではない

か？と意見が出され。各理事は賛成した。

松本会長より、該当者には適宜県技師会の方から表彰のご案内をすると最終結論が出された。

松本会長： 他にありませんか、ないようであれば、議題 2. 功労表彰および永年勤続表彰候補者

の推薦について賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。
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議題 3 畦元将吾（あぜもと しょうご）氏について

畦元氏より来年の選挙に出馬する旨、鹿児島技師会に応援して頂きたい旨の要望があったと

松本会長より話があった。

診療放射線技師から国会議員を出さないと、様々な法改正において後手後手に回ってしまうため、

可能な限り の選挙協力をすることを各理事より了承があった。

また、選挙応援する場合は、技師連盟へ入会してそちらで活動して欲しいと説明があり、

各理事は了承した。

池田監事より今回、大久保前理事は技師連盟支部長を辞任したいとの申し出があったと伝えられた。

立候補者が出なかったため、松本会長がひとまず引き継ぐことでまとまった。

松本会長：他にありませんか、ないようであれば、議題 3. 畦元将吾（あぜもと しょうご）氏

について賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題4 市民健康まつり (10月4日）について

松本会長より市民健康まつりについてイベント内容は前回同様「放射線相談・展示」と「骨密度

測定」となることが説明された。

池田監事より測定器の手配について質問が出された。

松本会長よりまだ手配していないが、明日二台手配するとの回答があった。

藤崎理事よりジャケット・展示等パネルを作り直す案が出されたが、当日に間に合わないため今

回は保留との結論が松本会長より出された。

松本会長：他にありませんか、ないようであれば、議題 4 市民健康まつり (10月 4日）につい

て賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題 5 レントゲン週間イベント (12月20日）について

松本会長： 12月 20日に県民交流センターにて開催を予定しているとの説明があった。

昨年の問題点である、案内（資料）の配布等の検討がなされた。

早めに、講師，スケジュールを決め準備を開始することとなった。

松本会長：他にありませんか、ないようであれば、議題5レントゲン週間イベント (12月20日）

について賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題6 統一講習会（平成 28年 1月23日24日）について

統一講習会について藤崎理事より説明があった。

今回は JARTの指定で抜針講習会を受講した技師しか受講できないとのこと。講習会は士曜日の

午 後と日曜日終日の 2日間で開催すること、定員は 60名が上限で応募者が 20名切った場合講

習会が

中止されること、鹿児島では対象者は全部で 80名程いる旨の説明があった。

島児副会長より、鹿児島は毎年開催していくのか？と質問が出され、最低でも 5年間は開催する
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と藤崎理事より 回答が出された。

島児副会長より、講習会後の試験の難易度について質問が出され、講習・実習をしつかり受けて

いれば問題ないレベルであると藤晰理事より 回答が出された。

松本会長 ：他にありませんか、ないようであれば、議題 6 統一講習会（平成 28年 1月 23日24

日）について賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題 7 その他について

島児副会長より秋季学術大会について質問が出された。

松本会長より、離島の場合交通費が高くなり 出席者が伸びないこともあり、今後は技師会の方で

しつかりした応援体制を構築していくとの意見が出された。

太田原理事より大島の方々は、 中々本土に来られないため情報が届かず、本土とのレベルの差が

開いて しまいそういったことをなくすため、拾い上げの意味でも、大島等の離島で開催すること

には十分意義があるとの意見が出された。

池田監事より CTやMRI研究会を離島で合同開催することで、大島周辺の離島からの参加も十分

望めるとの意見が出された。また、太田原理事より、私たち理事がもっと建設的に考えなければ

ならない案件ですね。との意見が出され、各理事は納得した。

松本会長 ：他にありませんか、ないようであれば、儀題 7 その他について賛成の方は挙手をお願

いします。

→全員賛成で承認された。

報告事項 1 第2回FRT九州の開催報告

松野下理事より FRT九州の開催報告があった。

参加者内訳は鹿児島県内参加者 108名県外 38名 合計 146名

また、 開催直前に会場が変更となるアクシデン ト等もあり、新会場の告知並びに集客活動を各理

事が行ってくれたことに感謝しているとの話があった。

松本会長より参加者が熊本大会よりも遥かに多かったところは非常に良かったと思います。大会

に出席して FRTの伸びしろはまだあると感じました。次回佐賀大会に今回の経験をどう活かすか

が課題になるとの意見が出された。また、アンケートの内容をもっと活用 しても良かったとのア

ドバイスがあった。

鹿児島県技師会で今後も女性の会をしつかりバックアップしていける体制を構築していくと松本

会長より話があった。

池田監事より今回はFRTと鹿児島女性の会合同開催であったが、今後女性の会開催時も非会員の

掘り起こし活動をお願いする旨の要望が出された。

報告事項 2 大麻事件進捗報告

大麻事件の進捗について松本会長より以下の説明があった。

•本人と連絡取れ電話にて経緯を説明したところ、の自主退会という形で了承いただいた。

・郵送等にて手続きを行い、完了し、これを持って最終的な結論 (JART・鹿児島県技師会の自主

退会）となった。
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松本会長よりこういった事件が身近に発生して困惑しておりますが、二次拡散がなかったことが

せめてもの救いであるが今後、 鹿児島県技師会としてこのような事件を起こさないように各理事

も十分に配慮してほしいとの注意喚起がなされた。

継続事案 収支のバランスについて

松本会長より収支について以下の内容の説明があった。

•県の会員が劇的に増加することは、難しいため収入に限界がある

・支出を削減していくことで、技師会の運営をしていかなければならない

・研究会運営コスト（講師費用・旅費など）は支出の 1/3を占めている。

太田原理事より 、支出を抑えることが、安定運営に直結しますが、予算を切られた側 （各研究会）

としては、有意義な研究会の開催はかなり難しくなり、優秀な技師の育成が難しくなるとの意見

が出された。

対策として、優秀な講師を招聘したい場合、春季・秋季学術大会のよ うな、県レベルの研修会で

招聘したり、 CTとMRI研究会を合同開催（コラボ）することで、支出の抑制と学術大会の水準

向上が期待できるとの意見が松本会長よりだされ、各理事は納得した。

太田原理事より、あまりにも研究会、研修会が多すぎていつどこで何をやっているか、 把握でき

ていない。との意見が出され、各研究会のリーダーを理事会に招集して、話を聞いてみましょう。

との回答が松本会長よりなされた。

他に検討事項はなく常務理事会は終了となった。

開会：松本会長より全ての議事が終了し、常務理事会の閉会が宣言された。

議事録（原本）の内容と相違ありません。
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公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

平成27年度第 3回理事会議事録（抄）

日時：平成27年 9月 26日 （土） 16: 30~19 : 00 

場所：タイセイアネックス

匹

出席理事：松本俊也新村栄次島児末治藤崎拓郎中島祐二佐藤洋一 岡野三男

平賀真雄藤崎誠松野下直美吉村洋一西憲文渡邊義治藤坂智史

出席監事：池田睦

議事録署名人：松本俊也 池田睦

0開会

松本会長：松本会長より理事の過半数以上が出席しており、第 3回理事会開催が宣言された

先に、報告事項から始めてまいります。

報告事項 1 第2回FRT九州開催報告 (8月1日 開催済み）

松野下理事より、第2回FRT九州では出席者 146名（内、県内参加者は 108名）来年の開催日

は2016年 7月 30日（土）佐賀市文化会館（佐賀県）にて開催との報告がなされた。

報告事項2 大麻事件報告

松本会長より、事件に関与した田中技師は、 JART本部の意向に沿う形で、また本人にも県技師

会の主旨を説明し同意を得られたので、最終的に鹿児島県技師会 (JARTも）の自主退会という

形で手続きを行ったとの報告がなされた。

報告事項3 九州地域放射線技師会 研修会について (9月12日（土） 開催済）

松本会長より、当日の参加者 106名との報告があった。また今回のテーマは読影補助ということ

で、テーマ討論でも貴重な話となったこと、参加者も各モダリティーの担当者として、良い刺激

になったとの言葉が語られた。

池田監事より県内の参加者が 65名と少なかった事が今後の検討事項であるとの話がなされた。

松本会長より、九州地域放射線技師会が 3年に一度、鹿児島にて開催されるので、理事の皆様ご

協力お願いいたしますとの話がなされた。

議題 1 功労表彰および永年勤続表彰候補者の推薦について

松本会長より、功労表彰・永年勤続推薦 (30年・ 50年表彰）の案内を周知するように JARTか
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ら話があったとの報告がなされた。

また、 30年表彰・ 50年表彰は自己申告となり、次回発行の会報に該当者の氏名を掲載する旨の

説明がなされた。

30 ・ 50年表彰以外に、役員表彰（会長職・執行部・地方会長・理事などの歴任者）があり、こ

ちらは、表彰担当の太田原理事に精査いただ＜旨の説明がなされた。

池田監事よりリストアップしたデータは会報に掲載しますか？との質問がなされた

松本会長：その予定で、予稿して印刷発注しております。との返答がなされた。

他にありませんか、ないようであれば、議題 1 功労表彰および永年勤続表彰候補者

の推薦について賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題2 畦元将吾（あぜもと しょうご）氏について

松本会長より、今週畦元将吾氏の選挙事務所から「自民党公認候補」を頂いたとの吉報が入った

との報告がなされた。また、参加理事に畦元将吾氏のサポーターの要請がなされた。

診療放射線技師から国会議員を擁立し選出させるということは技師法等の改正をスムーズに実

行する上で必要不可欠である事、他職種の職能団体に目を向けると、看護師・臨床工学技士等の

団体においても、国会議員を出しており、法改正の風上にいる状況である事が語られた。

松本会長： 何かご意見質問などありませんか、ないようであれば、議題 2 畦元将吾（あぜもと

しょうご）氏について賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題 3 市民健康まつり (10月4B) について

①スケジュールについて

市民健康まつりについて藤坂理事よりスケジュー説明がなされた。

会場 ：鹿児島アリーナ

実行委員： 15名

7: 00 鹿大病院にて必要物品の積み込み作業

8: 00 会場の準備

9: 00 会場受付開始

10: 00 イベン トスタート

15: 30 イベン ト終了

17: 00 撤収
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②実行委員の選出について

藤坂理事より、実行委員 15名の内、常務理事会にて 10名が参加確約となっているが、残り 5

名を地域理事から選出して欲しいとの要望がなされた。

中島理事より、 地域理事だと、交通費が多分に発生するため市内の施設から参加を募ったほうが

良いのでは？との意見が出された。

佐藤理事より、市立病院から応援を出すことが可能とのこと。また、平賀理事より必要に応じて

出席可能ですとのこと。更に、藤崎誠理事よ り南風病院からも応援を募ってみます。との申し出

がなされた。

藤坂理事より、参加応援可能な方は藤坂理事宛にメールを送信することでまとまった。

③骨密度測定について

藤坂理事より、当日の測定予測が以下の内容で説明された。

1検査 3分を目安に 2台の測定器で 1時間に40件。5時間 30分のイベン ト時間で 220人分の

整理券を用意。整理券を持たない方も測定を実施する。

測定件数目標値 300件

松本会長： 何かご意見、質問などありませんか、ないよ うであれば、議題 3 市民健康まつり (10

月 4日） について賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題4 レントゲン展 (12月20日）について

松本会長より、 12月 20日に県民交流センターにて開催を予定しているとの説明がなされた。

昨年の問題点である、案内（資料） の配布等の検討がなされた。

コメディカル各職種の講演を企画。診療放射線部門は、昨年講演いただいた九州'|大学の杜下先生

がタイヘ海外出張のため、杜下先生に講演者の推薦をしていただくとの報告がなされた。

松本会長 ：何かご意見、質問などありませんか、ないようであれば、議題 4 レン トゲン展 (12

月 20日）について賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題 5 統一講習会 （平成 28年1月23日24B) について

統一講習会について松本会長より説明がなされた。

今回は JARTの指定で抜針講習会を受講した技師しか受講できないとのこと。講習会は土曜日 の

午後と 日曜日終日の 2日間で開催すること、定員は 60名が上限で応募者が 20名切った場合講習

会が中止されること、 鹿児島では対象者は全部で 80名程いる旨の説明がなされた。

松本会長：この件につきまして何かご意見、質問などありませんか、ないようであれば、議題 5
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統一講習会（平成 28年 1月23日24日）について賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題 6 その他

①各理事の会務報告について

藤坂理事より、各理事の会務報告について説明がなされた。

②県技師会会員の動向について

佐藤理事より県技師会会員の動向についての説明がなされた。

入会者 ：15 名転入者： 1名

退会者 ：4名 転出者： 3名

また、定款に従い、入・退・転者の承認をいただきたいとの要望が出され、理事全員の承認が得

られた。

③秋季季学術大会について

新村副会長より、秋季学術大会の開催についての議案が出された。

池田監事より、 次回は南薩での開催となる旨の説明がなされた。

松本会長より、来年 3月に向けて日程を詰め、企画立案を進めるように指示が出された。

松野下理事より、ひとまず南薩支部に持ち帰り、検討いたします。との返答がなされた。

④急病センター新規勤務者について

渡邊理事より急病センター新規勤務者についての報告がなされた。

今村病院分院の二間瀬竜太さんについて、本日までに 2回の業務研修が無事終了し、 10月以降

の勤務に参加させるにあたって、承認をいただきたいとの要望が出され、理事全員の承認が得ら

れた。

⑤急病センター勤務条件について

新規加入者・既存の勤務者について勤務にあたっての条件を明確にするようにと池田監事より意

見が出された。

渡邊理事より、現時点での条件が説明された。

池田監事より、賠償責任保険については技師会加入の同時付帯分と任意保険部分の両方に加入し

ている事を勤務条件（新規．既存）としてはど うか？との意見が出され、理事全員の承認が得ら

れた。

また、渡湛理事より、既存の勤務者条件が明確でないため、今後、条件について検討し報告する

との説明がなされた。
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⑥急病センター検査水準について

池田監事より、急病センターの撮影水準について、また、撮影画像のチェ ックについて質問がな

され、松本会長より 、松本会長・新村・島児両副会長が不定期にて急病センター撮影画像の確認

を行うとの回答がなされた。

また、新村副会長より、撮影後も医師から所見を尋ねられることもあるため、各自が責任を持っ

て撮影にあたっているとの報告がなされた。

⑦ NTRT（全国X線撮影技術読影研究会）について

松野下理事より来年開催される、第 13回NTRTについて、鹿児島県技師会の大会サポート（共

催若しくは後援）について上申がなされた。

理事全員の協議により、 会報に広告の掲載等についてはサポート可能。NTRTへの参加呼びかけ

も積極的に行う事は可能であるが、 県技師会の事業とは一線を画すため、資金面でのサポートは

不可。という条件にて県技師会が後援するとの結論が出された。

また、松本会長より、後援するにあたり、イベントのいずれかで、県技師会（例えばX線撮影研

究会）がメインになるブース若しくはセクションを入れるようにとの条件が出された。

松本会長：何かご意見、質問などありませんか、ないようであれば、 NTRT（全国X線撮影技術

読影研究会）について賛成の方は挙手をお願い します。

→全員賛成で承認された。

⑧ 継続審議（収支バランス）について

松本会長より、県技師会の運営について、今年度を通して議論を深めたいとの提案がなされた。

理事全員の協議により、下記の内容について議論がなされた。

① 研究会参加費用を有料化案

②非会員参加費を値上げ案

③ 他研究会の合同開催の推進案（年間研修会回数の低減、 1回の研修会の充実度向上）

④次年度の予算案について重きを置き、 1月頃に各研究会より年間計画及び研修会毎の予算（概

算）を提出

⑤各研究会代表者を招集し、意見の吸い上げや上記 4案の検討、および別案の洗い出しを行う。

⑨研究会の運営について

新村副会長より、資金の利益供与が問題でるため、法人化後はメーカーからの補填金をいただい

く事を辞めたが、補填金で研究会を運営することが資金供与になるのでしょ うか？確かに研修会

を開催することで「知識」として利益を享受できますが、「お金」としては享受 していません。

公益法人であっても、そういった形は問題ないのではないでしょうか？との質問がなされ、松本

会長より 、再度、各方面に確認するとの回答がなされた。
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⑩公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会地域運営規程について

島児副会長より地域運営規程について変更の議案が出された。

第 8条の研修会開催後の報告書提出期限について、忘れる方もいますので期限を 10日くらいに

変更してはいかがでしょうか？との質問がなされ、理事全員の協議により、 開催後 2週間以内の

提出に変更となった。

⑪公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会地域運営規程 管理支部規約について

島児副会長より、管理支部会規約について以前のまま変更されていない箇所（医用画像情報管理

士などの文言）を変更してもよろしいでしょうか？との質問がなされ、理事全員の協議により適

宜修正を行うことで了承された。

〇閉会

松本会長よりこれをもちまして、平成 27年度 第 3回理事会を終了します。との閉会の挨拶が述

べられた。

議事録（原本）の内容と相違ありません。

平成27年 9月 30日

公益社団法人 鹿児島県診療放射線迂白干ム

会長松本
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公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

平成27年度第 3回常務理事会議事録（抄）

日時：平成 27年 11月 10日 （火） 19時 00分～21時 00分

場所：坂元事務所

出席理事：松本俊也新村栄治島児末治藤崎拓郎太田原美郎 中島祐二佐藤洋一

藤崎誠松野下直美吉村洋一藤坂智史西憲文渡湛義治 池田睦監事（理事全員出席）

欠席理事・監事：宮寄信監事

議長：松本俊也

議事録署名人 ：松本俊也 池田睦監事

0開会
松本会長より理事の過半数以上が出席 しており、第 3回の常務理事会を開催が宣言された。

議題 1 功労表彰および永年勤続表彰候補者の推薦について

松本会長より、 50年表彰の件にて会員から連絡があった旨の報告がなされた。

また、 市立病院から2名、 鹿児島大学病院から2~3名の申請予定となる 旨の報告がなされた。

松本会長：九州研修会について他にありませんか、ないようであれば、議題 1 功労表彰および

永年勤続表彰候補者の推薦について賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題2 原子力防災訓練について (12月20日）

松本会長より、原子力防災訓練が鹿児島県地域医療整備課から依頼されたとの報告がなされた。

鹿児島市・出水市・日置市で開催され、診療放射線技師は各地域6名（計18名）の参加依頼に対し

て、当日はレントゲン週間イベン ト（市民公開講座）があるため、検討の末、各会場3名（計9名）

の派遣が決まった。

島児副会長より、訓練に参加するにあたり、事前のサーベイ研修を行うことが提案された。

松本会長より、現時点では未定な部分が多く 。 日程を鑑みた場合、研修を行わず本番のみになる

事が予想されると語られた。

また、島児副会長より、訓練に以前参加した経験もあるため、防災訓練希望者が少ない場合には

参加する事となった。

防災訓練の出席を決められた。

松本会長より、詳細がわかり次第各理事へ連絡することが決定した。

松本会長：他にありませんか、ないようであれば、議題 2 原子力防災訓練について賛成の方は挙

手をお願いします。

→全員賛成で承認された。
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議題 3 畦元将吾氏について

松本会長より、 日本放射線技師連盟の次期鹿児島支部長について意見が出された。

次期支部長を松本会長が受諾する予定であったが、九朴I地域放射線技師会の廣木会長より公務員

の選挙活動については十分に検討するようにとご指摘いただいたとの事であった。

常務理事会の協議にて、選挙運動において理事（公務員準拠）が公務員法に抵触する事を防ぐた

め、非準拠の理事の中から推薦・立候補をすることが決められたが、理事・監事の半数以上が公

務員準拠のため、前支部長の大久保前理事に再度依頼する事が決められた。併せて、各理事が、

支部長に的確な方を探し、打診する事も話し合われた。

これにより、新支部長の決定は一時保留とされた。

松本会長 ：他にありませんか、ないようであれば、議題 3 畦元将吾氏について賛成の方は挙手を

お願いします。

→全員賛成で承認された。

議題 4 女性の会 「名称変更」について

松野下理事より、鹿児島県診療放射線技師 女性の集いの名称変更の議案が出された。

世話人会にて新名称「さ くら RT」が候補としてだされ、常任理事会にて検討された。

議案の検討を終えて、最終的に名称を「鹿児島さくら RT」とする事が決まり、採決がなされた。

理事全員の挙手により全会一致で平成 28年度より名称変更が承認された。

議題 5 レントゲン週間イベント (12月20日）について

松本会長より、レントゲン週間イベントについてパンフレッ トの配布状況が報告された。

現在、県内のすべての高校に郵送を完了し併せて市立図書館にもパンフレットを置いていただい

く事が決まった。

イベント内容については、昨年開催時に各コ・メデイカルの講演が好評であったため、今年度も

引き続き同内容にて講演いただくことが報告された。

また、藤坂理事より、イベン ト当日の役割について説明がなされた。

当日、原子力防災訓練と重なるため、参加者の選抜を慎重に行うことで議題が終了となった。

松本会長： 他にありませんか、ないようであれば、議題 5 レントゲン週間イベントについて賛成

の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題6 統一講習会（平成28年 1月23日24日）について

藤崎（拓）理事より、統一講習会当 日のサポートについて理事の中から参加者が募られた。

当日責任者は藤崎が行い、講師 4名（県外 2名・県内 2名）は既に決定している旨の報告がなさ

れた。サポート（事務業務・受付など） 2名について、太田原理事が立候補され、満場一致により

太田原理事の選出が決められた。

また、松本会長より、残り 1名についても市立病院から推薦いただけないかとの打診があり、太

田原理事が引き受けられた。

藤崎 （拓）理事より、参加者が 20名を切ると開催中止となるため、各施設への広報活動を全理事

に打診された。
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松本会長：他にありませんか、ないよ うであれば、議題 6 統一講習会について賛成の方は挙手を

お願いします。

→全員賛成で承認された。

議題 7 秋季学術大会 大島開催について

① 大会概要について

藤崎（拓）理事より、秋季学術大会大島開催について来年 2月 6日（土）に「緊急時検査」をテ

ーマとして開催する旨の説明がなされた。

今回は離島開催ということもあり、地域の技師会会員が利益を享受できるよう、様々な提案がな

された。予算の折り合いを前提とし、「日本救急撮影技師認定機構」 坂下恵治先生を招聘する案

が出され、松本会長より、旅費・先方のスケジュールを十分に考慮した上で調整するように指示

が出された。

② 次回開催について

藤坂理事より、野中地域理事から開催日について相談があったと報告がなされた。

士曜開催若しくは日曜開催のいずれが秋季学術大会に適しているかの議論がなされ、仕事で来ら

れない方の事なども考慮され、日曜開催が望ましいとの意見で理事の意見が一致した。

松本会長：他にありませんか、ないよ うであれば、議題 7 秋季学術大会 大島開催について賛成

の方は挙手をお願いします

→全員賛成で承認された。

議題 8 年末大掃除（坂元事務所）について

松本会長より坂元事務所の大掃除を 12月 27日（日）に実施する提案がなされた。

全会一致により、 12月 27日（日）に実施することが決められた。

議題 9 その他

松野下理事より、広藤喜章氏を講師に招聘して講演いただきたいとの提案がなされた。

放射線リスクに関する内容で講演いただけるということで、市民公開講座に招聘するなどの意見

もだされた。

来年の技師会の年間行事予定に組み込も方向でとし今後検討を重ねて行くことで議論が落ち着つ

いた。招聘の可否についても検討していくこととなった。

松本会長：他にありませんか、ないようであれば、議題 9 その他について今後検討するとい うこ

とで賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

報告事項 1 市民健康まつり (10月4日終了）

松本会長より市民健康まつりの開催報告がなされた。骨塩検査の目標は 300件であったが、それ

を大きく 上回り 483件の検査実績であったとのことであった。

また、今回、骨塩検査機器の手配が非常に困難であったこともあり、翌年の 2016年 10月 23日の

開催に向けに早い時期での機器の確保を行 うことが語られた。
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継続事案 収支のバランスについて

松本会長より研修会運営に基づいた規定集が立案された。

他県技師会に研究会の運営について伺ったところ、技師会運営の中に研究会を取り込んでいる県

はないとのことであった。

その中で、神奈川県では 3 つの部会（治療部会 ・ 画像診療部会 •DSA 部会）を作り、その中に研

究会を落とし込んで運営しているとのことであった。

松本会長より、これに倣い鹿児島でも「研究会委員会（仮称）」を設置し、その委員会で全研究

会の収支を一元管理する案が提案された。

これにより研究会ごとの予算の過不足調整が可能となることが利点として挙げられた。

また青森県では、研究会の年間開催回数や講師招聘の人数について、理事会の承認を経て決定し

ており、予算組の段階で開催回数や講師費用 （交通費・謝金）をある程度把握でき支出安定化に

も繋がるかと語られた。

また、講師旅費に関して、各研究会が開催時にメーカー依頼とすることや研究会会費の値上げに

ついても検言寸がなされた。

池田監事より、年度末までに各研究会の世話人代表者を集めての会議を開催する旨が提案され、

満場一致にて開催することが決まった。

最後に松本会長より、規定をもう少し煮詰めまたうえで、規定をある程度の形にリフォーマ ット

した上で会議を開催することが語られた。

他に検討事項はなく常務理事会が終了となった。

開会：松本会長より全ての議事が終了し、常務理事会の閉会が宣言された。

議事録（原本）の内容と相違ありません。

平成 27年 11月 13日

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技且

会長松本俊

-56 -



平成27年8月～12月入会者一覧

会員番号 氏名 施設名

62945 西岡大倫 鹿児島大学病院

62983 若松恭平 鹿児島市立病院

62984 寺園詩穂 鹿児島市立病院

63074 川井田豊 医療法人豊寿会川井田医院

63088 南紫織

63195 大河平美月 鹿児島市立病院

63196 新山雄志 鹿児島大学病院

63197 嘗房卓也 医療法人腎愛会上山病院

63347 山崎亮平 独立行政法人国立病院機構南九州病院

63348 吉水勝哉

63349 末永湧也 川内市医師会立市民病院

63350 奥西達也 鹿児島市立病院

63351 戸塚あゆみ 鹿児島徳洲会病院

63352 徳永美紅 今村病院

63353 山下大介 川内市医師会立市民病院

63488 馬庭優介 天陽会中央病院
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理事・監事

役職名 氏名 勤務先施設名 勤務先電話番号

会長 松本俊也 鹿児島大学病院 099-275-5664 

副会長 新村栄次 今給黎総合病院 099-226-2211 

副会長 島児 末治 垂水市立医療センター垂水中央病院 0994-32-5111 

表彰理事 太田原美郎 鹿児島市立病院 099-230-7000 

学術理事 藤崎拓郎 鹿児島大学病院 099-275-5664 

学術理事 松野下直美 徳久整形外科 0993-53-4311 

学術理事 藤崎誠 鹿児島共済会南風病院 099-226-9111 

財務理事 中島祐二 鹿児島大学病院 099-275-5664 

福利厚生理事 西憲文 鹿児島厚生連病院 099-252-2228 

編集・広報理事 吉村洋一 鹿児島市医師会病院 099-254-1125 

組織理事 佐藤洋一 鹿児島市立病院 099-230-7000 

総務理事 渡邊義治 清泉クリニック整形外科 鹿児島 099-223-1936 

総務理事 藤坂智史 鹿児島大学病院 099-275-5664 

鹿児島地域理事 坂下周一郎 鹿児島大学病院 099-275-566'1 

北薩地域理事 岡野二男 丸田病院 0996-32-2263 

霧島 ・姶良地域理事 平賀真雄 霧島市立医師会医療センター 0995-42-1171 

大隅地域理事 島児末治 垂水市立医療センター垂水中央病院 0994-32-5211 

大島地域理事 田畑 ー文 鹿児島県立大島病院 0997-52-3611 

南薩地域理事 野中康博 医療法人菊野会菊野病院 0993-56-1135 

監事 池田 睦 白坂病院 099-255-3161 

監事 宮寄信
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本誌におきましては、書体等を可能な限り統一してみました。投稿して頂いた皆様や印

刷会社様のご協力により 、さらに見やすい紙面へと近づいたのではないかと感じています。

今後も皆様の意見を参考にさせていただき、鹿児島県放射線技師会会員の皆様に貢献でき

る会報編集に取り組みたいと思います。
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広告掲載一覧（順不同）

会社名 郵便番号 住所

東洋メディック株式会社福岡支店 812-0007 
福岡県福岡市博多区東比恵2-2-40
コロナ福岡ビル4F

バイエル薬品株式会社 892-0847 
鹿児島市西千石町11-25

鹿児島フコク生命高見馬場ビル2F

富士フイルムRIファーマ株式会社福岡支店 812-0018 
福岡市博多区住吉三丁目1番1号
富士フイルム福岡ビル

エーザイ株式会社
890-0053 

鹿児島市中央町12-2
鹿児島コミュニケーションオフィス 明治安田生命鹿児島中央町ビル6F

GEヘルスケアジャパン株式会社鹿児島営業所 890-0062 
鹿児島県鹿児島市与次郎2丁目4-35KSC 

鴨池ビル3F

日立アロカメディカル株式会社鹿児島営業所 890-0082 鹿児島県鹿児島市紫原5丁目16番8号

南九州電子サービス株式会社鹿児島営業所 890-0063 鹿児島市鴨池2丁目15-2

株式会社舞研 891-0115 鹿児島市東開町4番94号

シーメンス・ジャパン南九州営業所／
892-0823 

鹿児島市住吉町12-11
サービスオフィス 鹿児島共同倉庫本社ビル1F

日本メジフィジックス株式会社鹿児島営業所 892-0842 
鹿児島市東千石町2番1号
（芙蓉ビル3F)

第一三共株式会社鹿児島営業所 892-0847 
鹿児島市西千石町17-3
太陽生命鹿児島第ニビル3F

株式会社ドクターネット 105-0012 
東京都港区芝大門2丁目5-5
住友芝大門ビル12階
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Unfors RaySafe社日本代理店

東洋メディック株式会社
本 社：〒162-0813東京都新宿区東五軒町2-13

巴TOV6l"EDIc TEL. (03) 3268-0021（代表） FAX (03) 3268-0264 

大阪支店： 〒550-0002大阪府大阪市西区江戸堀1-25⇔7

TEL. (06) 6441-5741（代表） FAX (06) 6441-5745 

福岡支店：〒812-0007福岡県福岡市博多区東比恵2-2-40
TEL. (092)482-2022（代表） FAX (092) 482-2027 

http://www.toyo-medic.eo.jp/ E-mail info@toyo-medic.co.Jp 支店・営業所 ： 名古屋・札幌•新潟・仙台•岡山

非イオン性MRI用造影剤〈ガドブトロール注射液〉 曇もー・

ガドビスド門野出は心L/10ml
処方箋医薬品 （注意ー医師等の処方箋によリ使用すること） I薬価基準収載I

※効能・効果， 用法 ・用菫，警告，禁忌を含む使用上の注意につきましては製品添付文書をご参照ください

資料請求先

バイエル薬品株式会社
大阪市北区梅田2-4-9〒530-0001
http:llwww.bayer.co.jplbyl 2015年7月作成
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イオプロミド注「FRI」は、ドイツのバイエル・ファーマ社により ］ 
開発された非イオン性尿路・血管造影剤です。 ， 

製造販売元

富士フイルムRIファーマ株式会社
沼料9n求先：〒904•0039 東京蔀中央区京1B2•14•l 兼松ピル TEL03(5250)2620 

ホームベージ： http:IIf9l.Iulifilm.co.iP 

輸入先

処方せん医薬品注I I薬価基準収載I

非イオン性尿路・血管造影剤

イオプロミド注「FRI」
イオプロミド300注「FRI」20ml・ 50ml ・ l 00ml 

イオプロミド370注「FRI」20ml・ 50ml ・ l 00ml 

イオプロミド300注シリンジ「FRI」50ml・ 80ml ・ l 00ml 

イオプロミド370注シリンジ「FRI」50ml・ 80ml ・ l 00ml 
lopromide Injection FRl ・ lopromide Injection S汀ingeFRI 

（イオプロミド注射液） 注）注意ー医師等の処方せんにより使用すること

●「警告」、「禁忌」、「原則禁忌」、「効能又は効果」、
「用法及び用量」、「使用上の注意」等につきましては、
製品添付文書をこ参照ください。

パイエル・ファーマ社

（ドイツ連邦共和国）

2012年4月作成

処方せん医薬品注意ー医師等の処方せんにより使用すること

非イオン性造影剤 ［薬価基準収戟］

4’’)‘’二
@300注20皿／50mL/100mL
350注20mL/50mL/100mL
400注20mL/50mL/100mL

〈イオメプロール注射液〉

処方せん医薬品：注意ー医師等の処方せんにより使用すること

非イオン性造影剤 ［薬価基準収載］

ィオメロ；；バ爵：二：：況：』：：~/]35mL
〈イオメプロール注射液〉
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〗集
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処方せん医薬品注意ー医師等の処方せんにより使用すること

非イオン性MRI用造影剤 ［薬価基準収載］

フ°口9ビニヌRD注5mL/10mL/l5mL/20mL
〈ガドテリドール注射液〉

処方せん医薬品注意ー医師等の処方せんにより使用すること

非イオン性MRI用造影剤 ［薬価基準収戴］

7゚09にこ／Z⑪静注シリンジ13mL/17mL
〈ガドテリドール注射液〉

●効能・効果、用法・用量及び警告、禁忌、原則禁忌を含む使用上の注意等については添付文書をこ参照ください。

製造販売元 販売元

BSoo7)11_誓ぷ？四9社。：京一都：京□し喜喜{t /‘ BRACCO ヽ 提携先

フラッコスイス株式会社

製品情報お問い合わせ先：エーザイ株式会社お客様ホットラインフリーダイヤル 0120-419-4979-18時（土 日`、祝日 9~17時） CM1204M02 



GE Healthca「e

世界で最も、

高齢者の笑顔が

輝いている国へ。
高齢者へのやさしさを追求し、

新だなソリュージョンを開発しています。

忌齢社会を見つめた最適な医療の形が、いま求められています。

例えば、自宅と医療が密接につながった安心できる仕組みを。

年齢を重ねることによるリスクを、可能な限り低減できるテクノロジーを。

高齢者が、幸せで輝かしい人生を送れるような、

やさしい医療環境をサポートするだめに、

GEヘルスクアは皆さまとともに歩みつづけます。

Silver to Gold. 
GEヘルスクア・ジャバ`ノ

カスタマー・コールセンター 0120-202-021 www.gehealthcare.co.Jp 

healthymagination 

• GE imagination at work 

安全•安心を世界へ提供。
日立アロカメディカルの放射線測定装置
放射能汚染はないか、放射線のレベルはどのくらいか、

どれだけ放射線を受けたか、それらは測定器で見ることができます。

目的に応じた、豊富な機器をこ用意しております。

⑤ 没

寺 今

三：
懇

沼線測定用

ICS-323C TCS-172B 

悦韮途疵誅弗詞

JDC-1711/1712 ~ I 

み9

” PDM-501（高感度） PDM-222VC 

⑲日立アロカメディカル株式会社

TGS-146B 

X(y)線測定用

HITACHI 
lnspire the Nexl 

^LOK^  
illuminate the change -． 

⑤没＝€Jo
厩
芽叱告割
マ吼ド⇒恋炉企

SDM-301C 
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トレンド情報をグラフ化できます。

対応機種：POM-222VC、PDM-227C,PDM-501 

PDM-227C 

l町堕り巴l

〒181-8622束京都三囮市牟礼6-22-1計測システム営業部 0422-45-5131 www.hitachi-aloka.co.jp 
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Radical thinking required. 
lnnovalive. Intelligent. Intuitive., 

確かな技術で

より高い安全性をめざして

医療用リニアック、

治療計画装置をサポートします

m●●le●I • y•,.m• 

南九州電子サービス株式会社
宮崎本社 宮崎市広島1丁目 1-10 

http:／/www.mkds.co.. 
TEL 0985-29-8371 

鹿児島（営） 鹿児島市鴨池2丁目 15-2 
TEL 099-253-7397 

www.buken.co.jp 

株式会社舞届 耐Jf
〒891-0115鹿児島市東開町4-94 TEL 099-266-2501 

FAX 099-266-2601 

sound,lighting,visual,art 

株式会社 削旨オこ舞i耐升 株式会社 苫g雌月 舞届耐升












